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琉球船の土佐への漂着に関する先駆的な研究である関田駒吉「土佐漂着船に関する文献」（『土佐史
談」第三八号、昭和七年三月）、同「土佐漂着船に関する文献（完）」（『土佐史談』第三九号、昭和七
年六月）によれば、江戸期における琉球船の土佐への漂着記録は、宝永一一（一七○五）年、宝暦十二
（一七六一一）年、寛政七（一七九五）年の都合三回とされている。
第一回目の漂着記録は、宝永二（’七○五）年七月十一一日の幡多郡清水浦へのものである。この時
の
記
録
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
〈はじめに〉
土
佐
漂
着
の
志
多
伯
親
雲
上
・
潮
平
親
雲
上
・
伊
良
皆
親
雲
上
を
中
心
に
「琉球人」
島
村
幸
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第
一
一
回
目
の
漂
着
は
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
七
月
幡
多
郡
柏
島
沖
を
漂
流
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
、
宿
毛
の
大
島
に
曳
航
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
漂
着
記
録
は
、
主
に
「
頭
役
」
の
潮
平
親
雲
上
か
ら
聞
き
害
し
て
、
藩
の
儒
者
戸
部
良
煕
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
有
名
な
『
大
島
筆
記
』
で
あ
る
。
こ
の
時
の
漂
着
関
係
史
料
は
、
以
下
。
【
一
一
】
「
南
路
志
巻
三
十
一
清
水
浦
琉
球
船
漂
着
聞
書
」
（
『
土
佐
国
史
料
集
成
南
路
志
』
第
三
巻
、
高
知
県
立
図
書館、平成三年刊）
。
【
ホ
】
「
南
路
志
巻
七
十
二
（
琉
球
船
清
水
浦
入
津
に
つ
き
扱
い
の
事
）
」
（
『
土
佐
国
史
料
集
成
南
路
志
』
第
七
巻
、
高
知
県
立
図
書
館
、
平
成
六
年
刊
）
な
お
、
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
重
複
し
て
い
る
。
特
に
、
【
ハ
】
と
【
一
一
】
は
重
複
す
る
史
料
で
あ
り
、
【
ハ
】
【
一
一
】
は
【
ロ
】
の
前
半
部
と
ほ
ぼ
重
な
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
『
南
路
志
』
下
（
高
知
県
文
教
協
会
、
昭
和
三
十
五
年
刊
）
の
「
闇
国
第
十
之
四
幡
多
郡
清
水
村
」
に
も
、
【
ハ
】
【
一
三
と
重
複
す
る
「
清
水
浦
琉
球
船
漂
着
聞
書
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
。【イ】『豊房公紀」第二十一巻「宝永一一年七月十二日」
土
佐山内
家
宝物資
料
館蔵
。
【
ロ
】
「
高
知
市
民
図
書
館
蔵
史
料
土
佐
清
水
浦
琉
球
船
漂
着
聞
書
」
（
『
頓
狂
亭
探
古
１
幡
多
地
方
古
文
書
解
読
集
』
小
野
義
廣
、
自
家
版
、
一
九
九
六
年
刊
所
収
）
・
宍
】
「
清
水
浦
琉
球
舩
漂
着
聞
書
」
（
「
土
佐
国
群
書
類
従
７
災
異
部
漂
流
部
」
高
知
県
立
図
書
館
、
平
成
十
七
年
刊
、.ノ
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。
【
へ
】
『
豊
敷
公
紀
』
第
百
三
十
四
巻
「
宝
暦
十
二
年
七
月
二
十
二
日
」
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
。【ト】『大島筆記』「山内文庫」本、高知県立図書館蔵他
。
【
チ
】
「
南
路
志
巻
七
十
六
（
宿
毛
大
嶋
浦
へ
琉
球
船
漂
着
、
文
人
交
歓
の
事
と
（
「
土
佐
国
史
料
集
成
南
路
志
』
第
七
巻
、
高
知
県
立
図
書
館
、
平
成
六
年
刊
）
。【リ】「琉球船漂惹記』（写本十一丁、高知県立図書館所蔵、奥書に「寛政五癸丑ノ春二月一一写」、
「北川八郎右衛門所蔵」とある）
な
お
、
【
チ
】
は
【
ト
】
と
重
複
し
た
資
料
で
あ
り
、
『
南
路
志
』
巻
一
一
一
十
三
に
は
【
チ
】
よ
り
さ
ら
に
短
い
記
事
「宝暦十二年琉球船漂着之事」が、記されている。また、【へ】の中に第一回目の漂着記録が混入して
いる。また、【リ】は「宝暦十二年琉球船漂惹之次第」、「船具」、「琉球国船切手写」、「船荷物」、「聞
書
写
」
か
ら
な
る
史
料
で
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
【
ト
】
の
基
礎
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
琉
球
国
船
切
手
写
」
は
漂
着
船
乗
船
名
簿
で
、
三
回
の
ど
の
漂
着
記
録
に
も
あ
る
乗
船
名
簿
は
、
琉
球
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
「切手」が利用されたことが分かる。
（１） 
【
卜
】
に
つ
い
て
は
、
「
宝
暦
十
二
年
琉
球
国
船
漂
着
記
録
「
大
島
筆
記
」
諸
本
に
つ
い
て
」
に
は
、
十
一
二
の
諸
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
大
島
筆
記
』
は
近
世
期
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
翻
刻
も
戦
前
に
新
村
出
に
よ
っ
て
行
わ
れ
『
海
表
叢
書
』
第
三
巻
（
更
生
閣
書
店
、
昭
和
三
年
）
、
『
南
蛮
紅
毛
史
料
』
第
一
輯
（
更
の
も
の
で
あ
る
。
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生
閣
書
店
、
昭
和
五
年
）
の
中
に
入
り
、
戦
後
こ
れ
を
底
本
に
し
た
翻
刻
が
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
探
検
・
紀
行
・
地
誌
（
南
島
篇
）
』
第
一
巻
（
比
嘉
春
潮
等
編
、
三
一
書
房
、
一
九
六
八
年
）
に
収
め
ら
れ
、
容
易
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
『
大
島
筆
記
』
が
広
く
読
ま
れ
た
理
由
は
様
々
あ
ろ
う
が
、
第
一
回
目
、
第
三
回
目
の
琉
球
船
の
漂
着
記
録
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
大
島
筆
記
」
は
近
世
琉
球
の
情
報
が
多
岐
に
亘
っ
て
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
「
琉
球
人
」
か
ら
得
ら
れ
た
中
国
情
報
が
豊
富
に
収
め
ら
れ
、
し
か
も
内
容
的
な
構
成
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
第
一
回
目
、
第
三
回
目
の
漂
着
記
録
は
、
い
ず
れ
も
冒
頭
に
漂
着
メ
ン
バ
ー
を
記
し
、
士
族
に
つ
い
て
は
職
、
位
階
、
名
、
百
姓
身
分
の
者
に
つ
い
て
は
職
、
名
、
年
齢
、
出
身
を
記
し
、
漂
着
ま
で
の
経
緯
、
武
器
の
有
無
や
宗
旨
を
記
し
、
後
は
琉
球
情
報
と
中
国
情
報
が
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
大
島
筆
記
』
は
冒
頭
に
当
た
る
『
大
島
筆
記
一
・
二
』
の
「
琉
球
国
潮
平
親
雲
上
以
下
五
十
二
人
大
島
浦
漂
着
之
次
第
」
が
、
他
の
漂
着
記
録
の
冒
頭
部
の
内
容
に
対
応
す
る
も
の
の
、
以
下
は
項
目
別
に
内
容
が
整
理
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
同
書
に
し
ば
し
ば
名
が
出
る
徐
葆
光
の
冊
封
使
録
『
中
山
伝
信
録
』
の
項
目
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
整
理
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
『
中
山
伝
信
録
』
の
項
目
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
聞
き
取
り
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
想像される。以下、本稿で利用した「山内文庫」本（高知県立図書館蔵）『大島筆記』（三冊本）で、
（２） 
内
容
の
構
成
を
示
し
て
み
る
。
な
お
、
『
中
山
伝
信
録
』
に
同
様
な
項
目
が
あ
る
場
合
は
〈
〉
の
な
か
に
『
伝
信
録
』
の項目を示す。
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「
大
島
筆
記
一
・
二
』
目
録
／
琉
球
国
潮
平
親
雲
上
以
下
五
十
二
人
大
島
浦
漂
着
之
次
第
／
琉
球
国
体
／
人
物
風
俗
／
年
中
大
略
／
官
位
之
事
〈
第
五
ｌ
官
制
〉
／
朝
服
之
事
〈
第
五
Ｉ
冠
服
〉
／
地
名
〈
第
四
ｌ
琉
球
地
図
〉
／
三
十
六
島
〈
第
四
ｌ
琉
球
三
十
六
島
〉
／
諸
産
物
大
様
〈
第
六
ｌ
物
産
〉
／
琉
語
大
略
〈
第
六
ｌ
琉
球
語
〉
『
大
島
筆
記
三
・
四
』
雑
話
上
／
雑
話
下
／
附
録
／
再
考
「
大
島
筆
記
五
』
琉
球
歌
／
琉
球
人
和
歌
／
雨
夜
物
か
た
り
／
永
峰
和
文
／
出
会
詩
歌
〈
中
山
贈
送
詩
文
〉
／
琉
球
人
冠
服
大
帯
之
図
／
春
先
槽
船
井
伝
馬
之
図
『
中
山
伝
信
録
」
の
構
成
は
、
「
序
」
以
下
、
琉
球
到
着
ま
で
の
経
緯
等
を
記
し
た
「
第
二
、
琉
球
到
着
後
の
冊
封
儀礼等を記した「第一一」、「中山世系」を記した「第三」、「星野／潮／琉球三十六島／琉球地図」等、
地理に関わる記事をまとめた「第四」、「官制／冠服／儀従／氏族」等、制度に関わる記事をまとめた
「
第
五
」
、
「
風
俗
／
屋
舎
／
米
廩
／
器
Ⅲ
」
等
、
文
化
に
関
わ
る
記
事
を
ま
と
め
た
「
第
六
」
と
、
巻
末
に
置
か
れ
た
「中山贈送詩文」「後序」からなる。「大島筆記一・二』（上巻）の構成に直接影響したと思われるも
の
は
、
『
中
山
伝
信
録
」
「
第
四
」
以
下
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
琉
球
の
人
々
の
文
芸
（
琉
歌
・
和
歌
・
和
文
）
と
琉
球
・
土
佐
双
方
の
送
別
の
漢
詩
文
等
で
構
成
さ
れ
ろ
『
大
島
筆
記
五
」
（
附
録
）
は
、
『
中
山
伝
信
録
」
の
巻
末
に
置
か
れ
る
「
中
山
贈
送
詩
文
」
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
間
に
あ
る
『
大
島
筆
記
三
・
四
』
（
下
巻
）
は
、
「
伝
信
録
」
内
の
項
目
と
直
接
対
応
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
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は
『
大
島
筆
記
一
・
二
』
の
い
ず
れ
の
項
目
に
も
入
ら
な
い
、
正
し
く
「
雑
話
」
的
な
記
事
で
あ
る
。
「
雑
話
上
」
は
琉
球
に
関
す
る
「
雑
話
」
で
あ
り
、
「
雑
話
下
」
は
琉
球
の
人
々
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
ア
ジ
ア
の
先
進
国
、
中国の情報である。実は、この「雑話下」の中国情報は本土日本の知識人にとっては知りたいもので、
唯
一
公
式
に
中
国
に
直
接
行
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
「
琉
球
人
」
か
ら
の
中
国
情
報
は
、
あ
る
意
味
で
琉
球
を
知
る
以
上
に
知
り
た
い
情
報
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
「
雑
話
下
」
の
冒
頭
は
、
進
貢
使
節
が
福
州
か
ら
北
京
ま
で
行
く
道
中
の
様
子
や
北
京
の
様
子
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
に
は
西
湖
、
鳳
凰
山
、
洞
庭
湖
と
い
う
よ
う
に
中
国
の
名
所
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
く
。
聞
き
手
に
と
っ
て
害
の
上
で
知
っ
て
い
た
中
国
の
具
体
的
な
様
子
を
、
ま
ず
知
り
た
か
っ
た
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
後
に
『
大
島
筆
記
」
の
「
雑
話
下
」
と
ほ
ぼ
重
複
す
る
内
容
の
も
の
が
、
『
琉
球
進
貢
録
』
（
佐
藤
成
裕
序
、
一
八
一
○
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
し
、
島
津
重
豪
が
命
じ
て
江
戸
上
り
（
尚
温
王
即
位
の
謝
恩
使
）
の
使
者
二
人
（
鄭
章
観
、
察
邦
錦
）
か
ら
薩
摩
の
江
戸
屋
敷
に
お
い
て
中
国
情
報
を
聞
き
取
り
し
て
ま
と
め
た
「
琉
客
談
記
」
（
一
七
九
六
年
）
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。
新
井
白
石
の
「
琉
球
国
事
略
』
『
南
島
志
」
の
元
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
白
石
先
生
琉
人
問
対
』
で
も
、
琉
球
館
や
会
同
館
、
礼
部
衙
門
の
規
模
や
、
北
京
の
気
候
等
が
聞
か
れ
（３） 
て
い
る
。
ま
た
、
前
の
関
白
太
政
大
臣
近
衛
家
煕
と
交
流
が
あ
っ
た
程
順
則
名
護
親
方
は
、
渡
唐
し
た
際
手
に
入
れ
た
「
康
煕
皇
帝
御
詩
辰
筆
石
摺
壱
枚
」
「
詩
韻
釈
要
壱
部
」
「
孔
林
槽
盃
壱
」
を
家
煕
に
贈
っ
て
、
「
御
感
悦
不
斜
恭
御
秘
蔵
（４） 
御
事
候
」
と
感
謝
さ
れ
た
話
も
有
名
で
あ
る
。
江
戸
期
の
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
琉
球
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
直
接
の
中
国
情
報
は
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
大
島
筆
記
』
は
、
漂
着
者
の
「
琉
球
人
」
を
通
し
て
得
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壱
わ
れ
た
多
岐
に
わ
た
る
琉
球
情
報
と
中
国
情
報
を
、
整
理
し
て
ま
と
め
た
書
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
戸
部
良
煕
を
中
心
と
す
る
土
佐
側
の
儒
者
等
の
優
れ
た
学
識
と
、
そ
れ
に
よ
く
答
え
た
潮
平
親
雲
上
等
の
経
験
や
知
識
・
教
養
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
「
土
佐
歌
人
群
像
（
十
と
、
お
よ
び
（５） 
「
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
の
「
戸
部
良
煕
」
に
よ
れ
ば
、
戸
部
良
煕
（
一
七
一
一
二
～
一
七
九
五
年
）
は
通
称
は
助
五
郎
、
囑
山
と
号
し
た
儒
学
者
。
祖
父
の
代
か
ら
土
佐
に
移
り
、
父
義
助
は
散
楽
謡
曲
に
よ
っ
て
藩
主
に
仕
え
た
人
物
。
良
煕
も
父
の
後
を
継
ぐ
が
、
志
は
儒
学
に
あ
り
、
京
都
で
経
学
、
神
道
、
天
文
、
歌
道
、
医
、
有
職
、
剣
法
を
学
ん
で
、
宝
暦
九
年
に
国
校
が
建
て
ら
れ
る
に
及
ん
で
教
授
役
に
抜
擢
さ
れ
、
七
十
八
の
歳
に
至
る
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
良
煕
は
博
覧
強
記
、
諸
般
の
学
渉
猟
せ
ざ
る
も
の
な
く
実
に
当
時
に
お
け
る
異
常
の
人
材
で
あ
っ
た
と
い
う
。
琉
球
船
が
漂着した宝暦二年の年は良煕五十歳の時であった。学者としては、油が乗りきっていた時期ではなかっ
たか。『大島筆記」の外に『韓川筆話』『見聞録」『国号考』「白明義士話』『小松社詣記』『土佐国一宮
考」『大港考』等があるという。【へ】には、漂着者を調べるに当たって「従一一高知一被二差立一人数」
と
し
て
「
安
芸
権
七
吉
田
孫
助
植
木
僅
齋
深
尾
春
悦
戸
部
助
五
郎
儒
者
有
沢
助
三
郎
同
人
岩
井
少
平
書
家
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
『
大
島
筆
記
三
・
四
』
（
下
巻
）
末
尾
の
「
以
上
参
会
ノ
諸
人
」
と
も
一
致
し
、
良
煕
は
儒
（６） 
者
の
一
人
と
し
て
、
高
知
か
ら
宿
毛
に
出
張
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
の
植
木
憧
齋
（
挙
因
）
は
、
送
別
の
席
で
戸
部
と
と
も
に
都
合
三
首
の
漢
詩
を
贈
っ
た
人
物
で
あ
る
。
植
木
挙
因
（
’
六
九
八
～
一
七
七
四
年
）
は
医
師
で
あ
り
、
土
佐
藩
の
儒
員
で
通
称
は
敞
斎
。
「
上
京
し
て
玉
木
葦
斎
に
つ
き
神
儒
の
学
を
受
け
た
」
人
物
で
あ
る
。
挙
因
の
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師
「
玉
木
葦
斎
」
は
、
良
煕
の
師
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
。
潮
平
の
「
家
頼
大
田
」
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
挙
因
が
診
療
し
て
い
る
（
雑
話
上
）
。
挙
因
が
著
し
た
も
の
に
「
土
佐
三
部
作
」
と
い
え
る
「
土
佐
国
水
土
私
考
』
『
土
佐
国
淵
岳
志
』
（７） 
「
陸
況
奇
談
』
が
あ
る
。
ま
た
、
「
岩
井
少
平
書
家
」
に
は
「
子
昴
千
字
文
ヲ
正
面
摺
」
に
し
た
も
の
を
贈
っ
て
い
る
（雑話下）。子昴は蒙隷槽行書の各体に秀で、一世を風塵したという趙孟顕（一一一五四～’一一三一一年）
『大島筆記三・四』（下巻）末尾には、「以上参会ノ諸人」の後に「多ク尋ルー任セ申タル話也適々
尋
ザ
レ
ト
モ
申
タ
ル
モ
有
皆
合
セ
録
ス
ル
事
如
此
」
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
『
大
島
筆
記
三
・
四
」
「
雑
話
下
」
な
ど
は
、
特
に
「
茶
」
に
関
す
る
章
段
が
四
段
連
続
し
た
り
、
「
紙
」
に
関
す
る
章
段
が
七
段
も
連
続
し
た
り
す
る
な
ど
、
類
従
的
な
章
段
が
続
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
ま
さ
に
「
多
ク
尋
ル
ー
一
任
セ
申
タ
ル
話
也
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「雑話上」には「照屋里之子云ヘリ」、「祖願ヨリ云ヘリ」、「長嶺云ヘリ」、「宜須寿里之子親雲上申ス
ー
ー
」
、
「
潮
平
子
ナ
ト
云
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
、
後
述
す
る
潮
平
親
雲
上
以
下
の
潮
平
子
、
長
嶺
ま
で
の
士
族
層
を
集
め
て
、
派
遣
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
｜
同
が
聞
き
書
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
答
え
る
の
は
主
に
潮
平
親
雲
上
で
あ
り
、
そ
れ
を
聞
く
の
は
主
に
戸
部
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
「
～
云
ヘ
リ
」
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
な
い
も
の
は
、
多
く
が
潮
平
親
雲
上
が
中
心
と
な
っ
て
答
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
「
土
佐
漂
着
船
に
関
す
る
文
献
（
完
）
」
中
に
は
、
「
大
島
筆
記
』
を
補
う
史
料
と
し
て
「
琉
船
覚
之
書
付
」
（
「
見
聞
録
』
第
一
編
巻
三
、
戸
部
良
煕
編
）
の
紹
介
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
琉
球
船
発
見
か
ら
大
島
へ
の
曳
航
の
記
録
、
（８） 
の
こ
と
で
あ
る
。
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漂
着
船
帰
帆
時
の
土
佐
藩
と
薩
摩
藩
と
の
遣
り
取
り
の
記
録
、
漂
着
船
の
積
み
荷
の
記
録
（
「
送
り
状
」
）
等
が
記
さ
れ
ている。また、「宝暦十二年琉球船漂惹之次第」、「船具」、「琉球国船切手写」、「船荷物」、「聞書写」
か
ら
な
る
【
リ
】
も
『
大
島
筆
記
』
の
基
礎
史
料
の
一
部
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
船
具
」
や
「
船
荷
物
」
の
記
載
等
は
「
琉
船
覚
之
書
付
」
の
紹
介
記
事
と
一
部
重
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
大
島
筆
記
』
は
行
政
上
の
記
録
的
な
報
告
を
は
ず
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
良
煕
等
は
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
以
上
、
漂
着
・
曳
航
ま
で
の
細
か
な
経
緯
、
漂
着
者
の
リ
ス
ト
、
宗
門
の
調
査
、
積
み
荷
の
調
査
、
武
器
の
有
無
、
土
佐
滞
在
・
帰
帆
時
の
記
録
等
々
、
細
か
な
報
告
書
を
収
集
し
た
り
、
作
成
し
た
り
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
『
大
島
筆
記
」
の
中
に
は
漂
着
者
か
ら
の
単
な
る
聞
き
書
記
録
ば
か
り
で
は
な
く
、
『
大
島
筆
記
五
」
（
附
録
）
等
に
久
志
親
雲
上
作
の
「
雨
夜
物
語
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
琉
球
側
が
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
資
料
の
収
録
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
大
島
筆
記
』
は
単
な
る
宝
永
十
二
年
の
琉
球
船
漂
着
記
録
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
ま
と
ま
っ
た
琉
球
紹
介
と
琉
球
を
通
し
た
中
国
紹
介
を
目
差
し
て
、
内
容
を
整
理
し
編
纂
し
た
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
次
の
第
三
回
目
の
漂
着
は
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
五
月
二
十
六
日
土
佐
幡
多
郡
下
田
浦
へ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
記
録
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
。
【
ヌ
】
『
豊
策
公
紀
』
第
二
十
六
巻
「
寛
政
七
年
五
月
二
十
六
日
」
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
。
【
ル
】
「
安
芸
歴
民
館
史
料
九
五
’
一
（
寛
政
七
卯
年
五
月
廿
八
日
達
琉
球
船
漂
着
二
付
き
下
田
浦
よ
り
註
進
状
写
他
と
（
『
頓
狂
亭
探
古
１
幡
多
地
方
古
文
書
解
読
集
」
小
野
義
廣
、
自
家
版
、
一
九
九
六
年
刊
）
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。【ヲ】「下田日記」（『土佐国群書類従７災異部漂流部』高知県立図書館、平成十七年刊）
。
【
ワ
】
「
宇
留
麻
話
」
Ｓ
土
佐
国
群
書
類
従
７
災
異
部
漂
流
部
』
高
知
県
立
図
書
館
、
平
成
十
七
年
刊
）
。
【
力
】
「
南
路
志
巻
七
十
九
（
琉
球
船
漂
着
之
記
）
」
（
『
土
佐
国
史
料
集
成
南
路
志
」
第
七
巻
、
高
知
県
立
図
書
館
、
平成六年刊）
な
お
、
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
外
、
未
見
の
史
料
と
し
て
前
述
し
た
「
土
佐
漂
着
船
に
関
す
る
文
献
（
完
と
中
に
『
大
島
筆
記
』
を
補
う
史
料
と
し
て
「
琉
船
覚
之
書
付
」
（
「
見
聞
録
』
（
戸
部
良
煕
編
）
第
一
編
巻
三
）
や
、
「
土
佐
国
群
書
類
従
７
災
異
部
漂
流
部
』
の
「
宇
留
麻
話
」
の
「
解
説
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
宇
留
麻
話
」
の
「
異
本
」
で
あ
る
と
い
う
「
琉
球
談
話
」
（９） 
（山内文庫）、『中村市史』の中に一部紹介されている一二度目の漂着史料である「小野文書」等があり、
新
た
な
関
係
史
料
は
今
後
も
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
回
と
さ
れ
る
土
佐
へ
の
琉
球
船
漂
着
に
っ
（、）
い
て
も
、
『
中
村
市
史
』
、
及
び
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
戸
向
知
県
の
地
名
』
「
下
田
浦
」
の
項
に
「
寛
永
十
七
（一六四○）年」に「下田」（第三回目の漂着地と同じ場所）」へ「琉球船」が漂着した記述がある。
（ｕ） 
こ
れ
は
、
「
山
内
家
史
料
第
二
代
忠
義
公
紀
第
三
編
』
及
び
、
「
南
路
志
巻
五
十
七
（
琉
球
船
佐
賀
浦
へ
寄
来
る
に
つ
き
馳
走
）
」
（
『
土
佐
国
史
料
集
成
南
路
志
」
第
五
巻
、
高
知
県
立
図
書
館
、
平
成
五
年
刊
）
で
確
認
で
き
る
も
の
で
、
寛
永
十
七
（
一
六
四
○
）
年
十
月
下
旬
の
記
事
に
、
「
琉
球
か
り
う
た
の
ふ
れ
」
が
薩
摩
か
ら
帰
路
、
「
難
風
一
一
道
」
い
「
寛
永
十
七
八
年
之
比
十
月
下
旬
琉
球
船
佐
賀
浦
二
来
掛
り
有
し
之
（
途
中
省
略
）
其
大
将
を
は
お
ぼ
ぐ
す
く
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と申候まつがねうみしろううらすへなど魯申者上下十六人井松平大隅守殿御内舞志摩之助と申者乗
船
い
た
し
居
り
候
」
（
「
忠
義
公
紀
」
）
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
船
に
は
、
頭
役
の
大
城
と
松
金
、
思
次
郎
、
浦
添
と
薩
摩
役
人
松
平
大
隅
守
殿
御
内
の
志
摩
之
助
等
、
十
六
人
が
乗
っ
て
い
た
と
い
う
。
記
事
は
、
「
諸
頭
分
は
佐
賀
浦
江
呼
上
饗
応
い
た
し
末
々
は
船
中
に
而
馳
走
仕
候
」
後
、
「
佐
賀
よ
り
漕
船
を
出
し
送
帰
し
申
候
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
上
は
詳
し
い
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
本
稿
で
は
利
用
で
き
る
史
料
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
詳
し
い
史
料
の
開
拓
は
充
分
に
予
想
さ
れ
、
琉
球
船
の
土
佐
へ
の
漂
着
は
四
度
程
度
で
は
な
か
ろ
う
と
思われる。
こ
れ
等
【
イ
】
か
ら
【
力
】
の
三
回
に
わ
た
る
漂
着
史
料
の
内
、
各
年
代
の
藩
主
「
公
紀
」
は
藩
と
漂
着
地
と
の
連
絡
や
報
告
等
の
行
政
文
書
的
な
性
格
が
強
い
も
の
が
多
い
が
、
な
か
に
は
『
大
島
筆
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
漂
着
者
か
ら
の
聞
き
書
史
料
も
あ
り
、
一
部
だ
が
漂
着
者
が
書
面
に
よ
っ
て
提
出
し
た
史
料
も
あ
っ
て
、
多
岐
に
わ
た
る
琉
球
関
連
の
興
味
深
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
三
回
目
の
漂
着
者
か
ら
の
聞
き
書
記
録
で
あ
る
【
ル
】
【
ヲ
】
【
ワ
】
は
、
琉
歌
や
琉
球
語
を
含
む
文
芸
的
な
情
報
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
漂
着
者
等
が
下
級
士
族
や
百
姓
ク
ラ
ス
の
者
達
が
中
心
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
教
養
人
だ
と
思
わ
れ
る
潮
平
親
雲
上
等
の
士
族
層
を
中
心
と
し
た
「
大
島
筆
記
』
の
聞
き
書
と
は
、
異
な
っ
た
庶
民
的
な
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
回
目
の
記
録
に
つ
い
て
も
戸
】
と
重
な
ら
な
い
【
ロ
】
の
後
半
以
降
の
史
料
は
、
文
芸
的
土佐漂着の「琉球人」9９ 
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１
．
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
の
漂
着
イ
．
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
の
漂
着
に
つ
い
て
一回目の漂着は、宝永一一（一七○五）年七月十二日の幡多郡清水浦へのものである。進貢の任務を
終
え
て
同
年
（
一
七
○
五
）
六
月
一
一
十
三
日
に
福
州
か
ら
出
た
「
大
通
事
奥
間
親
雲
上
」
以
下
八
十
二
人
を
乗
せ
た
琉
球
船
が
「
阿
蘭
陀
船
三
艘
」
に
つ
け
回
さ
れ
漸
く
逃
げ
切
っ
た
後
、
「
大
風
」
に
遭
い
土
佐
に
漂
着
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
土
佐
滞
在
は
、
土
佐
藩
に
琉
球
船
送
還
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
土
佐
藩
は
「
七
月
二
十
日
、
江
戸
・
長
崎
・
薩
摩
・
京
阪
へ
夫
々
使
者
を
差
し
立
て
た
が
、
種
々
の
交
渉
に
意
外
の
遷
延
を
来
た
し
、
長
な情報を含む「雑話」的な興味深い記事が収められている。これらは、「大島筆記』を遡る六十年前
の近世琉球における比較的に早い時期の情報として貴重であり、また『大島筆記』が形成される土佐
藩
側
の
聞
き
取
り
記
録
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
も
、
重
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
本稿は、琉球船の土佐漂着史料を考察するに当たる手始めとして、現在入手した【イ】から【力】
の三回にわたる漂着史料を横断的にみながら、それぞれの漂着を解説しそこに登場する興味深い人物
を
一
人
ず
つ
選
ん
で
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
人
物
像
を
描
い
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
続
編
と
し
て
別
稿
に
筆
者
が
関
心
持
つ
文
芸
的
な
内
容
の
聞
き
書
、
特
に
ヤ
マ
ト
文
芸
の
享
受
と
琉
球
関
連
の
文
芸
、
琉
歌
の
紹
介
と
若
干
の
考
察
を
用
意
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
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崎
奉
行
に
談
判
す
べ
し
と
の
差
図
も
あ
れ
ば
、
薩
摩
藩
へ
引
き
渡
せ
と
の
命
令
も
あ
っ
て
、
幕
府
の
指
令
両
端
に
出
で
、
（⑫） 
五
ヶ
月
を
経
過
し
て
十
一
月
四
日
漸
く
琉
球
船
を
清
水
浦
に
於
い
て
薩
藩
使
者
に
引
渡
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
琉
球
人
」
達
は
鹿
児
島
で
三
ヶ
月
程
留
め
ら
れ
、
本
国
に
着
い
た
の
は
翌
年
の
一
一
月
下
旬
で
あ
っ
た
。
こ
（Ⅲ） 
の
間
、
土
佐
滞
在
中
に
船
頭
安
波
連
の
「
家
来
小
峰
」
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
「
土
佐
清
水
市
史
』
に
は
、
「
小
峰
」
の
墓
は
「
清
水
浦
蓮
光
寺
墓
地
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
同
墓
苑
内
の
清
水
浦
歴
代
庄
屋
で
あ
っ
た
浜
田
家
墓
地
の
な
か
に
水
成
岩
の
浜
石
の
形
そ
の
ま
ま
に
面
を
み
が
き
刻
字
し
た
墓
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
碑
文
字
は
摩
滅
し
て
判
読
困
難
で
あ
る
。
亀
井
釣
月
著
沖
本
樵
児
補
註
に
な
る
『
幡
南
探
古
録
』
に
は
「
覚
空
宗
本
信
士
、
宝
永
二
年
乙
酉
九
月
十
六
日
琉
球
国
小
ッ
（
文
字
摩
滅
）
」
と
碑
文
字
を
伝
え
て
い
る
」
と
あ
り
、
墓
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
【
ロ
】
の
中
に
収
め
ら
れ
た
「
中
山
源
助
覚
書
自
筆
之
写
」
の
「
十
月
朔
日
」
の
記
事
に
、
小
峰
葬
之
儀
琉
球
人
共
に
出
会
願
之
通
念
を
入
申
付
石
を
畳
ミ
自
然
石
之
四
尺
斗
有
之
石
塔
立
申
候
墓
所
は
蓮
光
寺
後
山
一
一
在
所
之
者
共
墓
数
々
有
之
候
夫
よ
り
引
除
不
紛
様
二
仕
様
一
一
と
庄
屋
五
右
衛
門
へ
申
付
候
而
其
通
二
仕
候
と
あ
り
、
石
塔
は
「
琉
球
人
小
峯
墓
と
切
付
」
さ
せ
た
と
あ
る
。
「
幡
南
探
古
録
』
の
「
琉
球
国
小
ッ
（
文
字
摩
滅
と
は
「
琉
球
人
小
峯
墓
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
か
。
「
中
山
源
助
」
は
「
御
横
目
」
、
「
庄
屋
五
右
衛
門
」
は
清
水
浦
の
庄
屋
で
あ
る
。
『
土
佐
清
水
市
史
』
に
出
る
「
清
水
浦
歴
代
庄
屋
で
あ
っ
た
浜
田
家
」
と
は
、
「
庄
屋
五
右
衛
門
」
と
と
も
に
漂
着
者
の
面
倒
を
実
際
に
み
た
「
浜
田
五
郎
兵
衛
」
の
家
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
蓮
光
寺
（
現
、
土
佐
清
水
市
元
町
）
は
、
「
清
水
港
を
見
下
ろ
す
小
山
丘
上
に
あ
る
。
金
色
山
来
迎
院
と
号
し
、
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
。
浄
10１土佐漂着の「琉球人」
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（Ｍ） 
土宗」の寺であう◎。
実
は
、
漂
着
者
が
土
佐
に
滞
在
し
て
い
た
五
ヶ
月
も
の
間
、
大
通
事
奥
間
親
雲
上
、
才
府
松
田
親
雲
上
、
官
舎
嶋
袋
親
雲
上
、
脇
通
事
志
多
伯
親
雲
上
、
大
筆
者
平
良
親
雲
上
、
脇
筆
者
岸
本
親
雲
上
の
士
族
の
六
人
は
、
「
人
質
」
と
し
て
「
御
馬
廻
」
以
下
の
警
備
の
元
に
こ
の
二
人
の
家
に
分
散
し
逗
留
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
【
ハ
】
の
記
事
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
（其脱イ）
｜
琉
球
舩
よ
れ
ソ
人
質
陸
江
上
置
候
儀
、
今
日
私
儀
琉
球
人
江
申
談
候
へ
と
蔵
人
申
附
、
首
尾
相
調
、
今
日
よ
り
琉
球
（桁字イ）
（晩イ）
人頭分之もの共一二人シＬ庄屋五右衛門宅二差置、浜田五郎兵衛と申郷士之家繕事為仕候。今暁出
（ヘイ）
来
仕
筈
二
御
座
候
二
付
、
明
朝
よ
り
五
郎
兵
衛
宅
二
差
置
、
申
筈
二
御
座
候
。
（
途
中
省
略
）
御
番
ハ
、
御
馬
廻
（士イ）
壱
人
、
郷
侍
五
人
、
足
軽
拾
人
、
貝
役
、
不
寝
番
壱
人
宛
、
尤
足
軽
も
一
一
人
宛
不
寝
番
・
夜
廻
、
ソ
、
其
外
町
並
之
夜廻り番堅固一一申付候様一一蔵人申付、其旨申付置候。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
琉
球
船
が
漂
着
三
日
後
の
十
五
日
に
「
琉
球
船
碇
を
場
伝
浪
を
入
櫓
を
立
合
、
既
に
舩
を
可
出
ス
体
候
」
で
あ
っ
た
た
め
、
土
佐
側
は
慌
て
て
庄
屋
五
右
衛
門
が
「
薪
水
等
」
を
持
っ
て
琉
球
船
に
乗
り
込
み
、
城
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
説
得
し
た
事
件
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
五
右
衛
門
は
「
当
月
十
五
日
ハ
ニ
百
十
日
と
申
日
、
日
本
二
而
ハ
舩
乗
候
義
嫌
申
日
柄
二
候
間
、
御
見
合
可
然
と
申
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
五
右
衛
門
は
必
死
に
説
得
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
、
「
頭
分
」
が
人
質
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
右
衛
門
は
「
琉
球
人
頭
分
の
者
共
三
人
充
」
を
人
質
と
し
て
預
か
り
、
琉
球
の
人
々
と
最
も
接
触
し
面
倒
を
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見
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
【
ロ
】
に
は
、
志
多
伯
親
雲
上
が
五
右
衛
門
に
「
栗
鼠
二
葡
萄
之
絵
掛
物
紙
表
具
也
右
一
幅
遣
候
也
此
絵
は
本
唐
―
―
て
調
申
由
古
キ
絵
也
」
を
贈
っ
た
記
事
が
あ
る
。
志
多
伯
は
中
国
で
手
に
入
れ
た
貴
重
な
絵
を
、
礼
と
し
て
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
【
イ
】
に
あ
る
「
歴
代
事
跡
」
に
よ
れ
ば
、
五
右
衛
門
は
こ
れ
ら
の
働
き
に
よ
り
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
戸
部
良
煕
の
随
筆
『
韓
川
筆
話
』
（
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
年
、
写
本
、
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
、
琉
球
船
と
対
処
す
る
の
に
「
五
右
衛
門
其
時
ハ
刀
を
も
許
さ
れ
す
姓
を
も
名
の
ら
さ
り
し
に
帯
刀
に
て
当
浦
之
庄
屋
と
姓
名
を
申
通
し
」
た
と
あ
る
。
五
右
衛
門
は
当
時
士
族
身
分
の
者
と
し
て
ふ
る
ま
い
、
琉
球
の
人
々
に
対
処
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
時
の
漂
着
が
琉
球
に
お
い
て
書
物
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
第
三
回
目
の
漂
着
者
が
そ
れ
を
話
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料
【
ル
】
に
「
宝
永
年
中
清
水
へ
来
候
琉
球
ノ
船
ノ
事
彼
国
ニ
テ
書
物
二
相
成
世
間
二
多
有
之
よ
し
土
佐
守
様
御
状
も
ア
リ
孕
石
卜
申
御
家
老
帯
刀
ト
申
御
連
名
之
状
見
シ
ト
琉
球
人
義
間
筑
登
之
咄
也
」
と
あ
る
。
記
事
に
出
る
「
孕
石
ト
申
御
家
老
」
と
は
、
奉
行
孕
石
主
水
の
こ
と
で
、
史
料
【
イ
】
【
ロ
】
に
そ
の
名
が
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
。
儀
間
筑
登
之
は
、
三
度
目
の
漂
着
史
料
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
で
、
八
重
山
島
詰
医
師
石
川
親
雲
上
の
従
者
（
三
十
五
歳
）
で
あ
る
。
儀
間
が
見
た
と
い
う
「
書
物
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
一
般
的
に
漂
着
者
は
琉
球
に
帰
っ
て
か
ら
な
ん
ら
か
の
訊
問
が
あ
り
、
報
告
書
が
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
儀
間
が
見
た
と
い
う
の
は
そ
れ
な
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
が
儀
間
の
よ
う
な
立
場
の
人
間
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
漂
着
者
の
だ
れ
か
が
こ
の
間
の
日
記
を
記
し
て
い
て
、
そ
10３土佐漂着の「琉球人」
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れ
が
広
く
伝
わ
り
儀
間
も
見
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
百
年
近
く
前
の
漂
流
の
記
録
を
後
の
漂
着
者
が
読
ん
で
い
た
こ
と
に
、
土
佐
側
は
驚
い
た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
【
ト
】
『
大
島
筆
記
』
に
、
一
先
年
清
水
浦
へ
漂
着
セ
シ
親
雲
上
共
へ
五
台
山
縁
起
ヲ
被
遣
タ
ル
ュ
ヘ
ア
ノ
辺
ノ
景
地
ヲ
承
及
ビ
此
度
モ
大
様
相
ト
セ
キ
尋
ネ
吸
江
辺
ノ
様
子
承
り
甚
面
白
ガ
リ
シ
様
也
其
節
被
遣
タ
ル
剛
石
ノ
硯
石
城
田
親
雲
上
ノ
家
二
有
リ
シ
ヲ
長
嶺
幼
少
ノ
時
見
タ
リ
シ
由
云
ヘ
リ
其
折
漂
着
セ
シ
者
今
ハ
ス
ベ
テ
ナ
キ
由
也
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
「
五
台
山
縁
起
」
は
【
ロ
】
に
よ
れ
ば
「
五
台
山
文
珠
縁
起
一
冊
」
の
こ
と
で
、
帰
国
に
際
し
て
「
同
霊
宝
書
付
壱
通
」
等
と
と
も
に
、
漂
着
者
等
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
五
台
山
は
、
「
浦
戸
湾
の
北
東
岸
に
あ
り
、
標
高
一
三
八
・
八
メ
ー
ト
ル
。
大
小
五
つ
の
峰
か
ら
な
る
。
（
途
中
省
略
）
行
基
は
こ
の
地
に
聖
武
天
皇
の
勅
ち
く
り
ん
願寺として竹林寺を開き、空海も訪れて竹林寺を中興したという。文保二年（一二一一八）夢窓疎石が、
き
ゅ
う
こ
う
（応）
西
南
の
湾
沿
い
に
庵
を
結
ん
だ
。
現
在
の
吸
江
寺
の
前
身
で
あ
る
」
と
い
う
由
緒
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
の
「
縁
起
」
を
、
五
十
七
年
後
の
二
度
目
の
漂
着
者
等
が
知
っ
て
い
て
「
吸
江
辺
ノ
様
子
承
り
甚
面
白
」
が
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
潮
平
等
は
「
五
台
山
縁
起
」
を
実
際
に
見
て
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
前
述
し
た
儀
間
が
見
た
と
い
う
宝
ト
セ
キ
永一一年の漂着の「書物」で知ったのかもしれない。また、「其節被遣タル剛石ノ硯石」とは、【イ】
「
御
日
記
」
「
十
月
十
日
」
に
あ
る
次
の
記
事
の
こ
と
か
。
｜
久
八
被
遣
候
節
琉
球
人
へ
土
石
硯
石
被
遣
候
付
御
書
御
差
添
被
成
則
左
記
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此
硯
石
故
邑
之
産
為
送
行
験
所
寄
也
帰
国
之
後
於
玩
賞
せ
可
為
本
懐
歎
ト
セ
キ
「剛石ノ硯石」（土石硯石）とは「故邑之産」のもので、「久八」（郷久八か）が「送行験」として
贈ったものだとある。しかし、同じく【イ】の「皆山集」に「十月十五日とせきの硯石三シ親雪上共
へ平内與惣右衛門致二挨拶一遣候」（注、「平内」は「真辺平内」、「與惣右衛門」は「近藤與惣右衛門」
か
）
と
も
あ
り
、
硯
石
が
二
度
に
わ
た
っ
て
琉
球
側
に
贈
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
硯
の
ひ
とつを「城田親雲上ノ家二有リシヲ長嶺幼少ノ時見」たというのである。硯石は、「帰国之後」「玩賞」
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
嶺
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
【
ト
】
に
潮
平
親
雲
上
に
次
い
で
そ
の
名
が
出
る
人
物
ロ
．
宝
永
二
（
一
七
○
五
）
年
の
漂
着
者
、
志
多
伯
通
事
親
雲
上
に
つ
い
て
第一回目の漂着船乗船者に脇通事として乗船し、漂着船を訪れた儒者緒方宗哲と漢詩を交わした志
多伯親雲上は、察温の腹違いの兄である察淵である。【ト】「大島筆記」「雑話上」の冒頭に「先年清
水
浦
へ
漂
着
セ
シ
潜
番
銘
蓄
ナ
ド
皆
久
米
村
ノ
者
也
潜
蓄
姓
ハ
察
名
ハ
淵
銘
蓄
姓
ハ
毛
名
ハ
日
新
也
」
と
あ
る
。
す
な
わち、第一回目の清水浦の漂着者は久米村出身の者で、ひとりは「察淵」、もうひとりは「毛日新」
【卜】に「其折漂着セシ者今ハスベテナキ由也」とあるように、五十七年後にはこの時の漂着者は
誰
も
生
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
である。
10５土佐漂着の「琉球人」
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（肥）
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
真
境
名
安
興
編
「
県
史
編
纂
史
料
・
那
覇
ノ
ノ
部
（
抜
粋
）
」
で
は
察
淵
の
「
號
」
は
「
潜
蓄
」
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
り
の
「
毛
日
新
」
は
、
漂
着
者
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
「
奥
間
親
雲
上
」
の
長
男
の
こ
と
で
あ
る
。
「
毛
氏
家
譜
（
一
一
一
世
毛
文
英
）
」
の
初
代
「
三
世
都
通
事
諌
文
英
」
、
及
び
「
四
世
日
新
」
の
家
譜
に
（Ⅳ） 
は、、まさに土佐清水浦漂着の記事が記されているのである。「文英」の記事で示すと、康煕四十一一一年
（
中
国
年
号
、
一
七
○
四
年
）
に
進
貢
船
の
「
在
船
都
通
事
」
と
し
て
「
耳
目
官
温
開
栄
森
山
親
雲
上
紹
長
正
議
大
夫
察肇功牧志親雲上」に従って十一月一一十四日那覇を出航し十二月一一一日無事に閏（中国）に着いた後、
公
事
全
竣
翌
年
六
月
二
十
四
日
同
使
者
夏
降
安
松
田
親
雲
上
賢
宏
在
留
通
事
察
淵
志
多
伯
通
事
親
雲
上
等
在
閏
開
洋
（動力）
走
得
数
口
ｕ
遭
鼬
風
東
西
難
辨
或
風
不
□
髪
随
潮
漂
流
遂
瓢
到
土
佐
国
清
水
地
方
時
土
佐
大
守
礼
待
甚
厚
更
賜
宇
治
（ママ）
（適力）
（ママ）
茶
諸
［
ロ
各
色
紙
佳
蘇
魚
海
参
硯
石
等
物
十
一
月
初
十
日
蒙
薩
州
太
守
遺
讃
良
権
左
衙
門
殿
等
引
路
□
此
一
一
十
日
転
到
薩
州
内
裏
地
方
時
松
田
親
雲
上
官
領
貨
物
運
到
覺
府
照
例
投
納
故
其
翌
年
丙
戌
二
月
十
六
日
坐
駕
原
船
帰
国
と
あ
る
。
家
譜
に
よ
っ
て
、
漂
着
者
リ
ス
ト
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
「
大
通
事
奥
間
親
雲
上
」
は
毛
文
英
、
二
番
目
に
記
さ
れ
る
「
才
府
松
田
親
雲
上
」
は
夏
降
安
、
そ
し
て
「
脇
通
事
志
多
伯
親
雲
上
」
は
察
淵
で
あ
る
こ
と
が
、
分
か
る
の
で
あ
る
。
毛
日
新
は
「
康
煕
四
十
一
（
一
七
○
二
）
年
」
に
「
習
礼
読
書
」
の
為
中
国
に
赴
い
た
後
、
父
が
任
務
を
終
え
て
琉
球
に
帰
る
船
に
同
船
し
、
親
子
で
漂
流
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
回
目
の
漂
着
史
料
に
は
漂
着
者
「
八
十
二
人
」
の
う
ち
リ
ス
ト
に
そ
の
名
が
あ
る
も
の
は
、
【
ハ
】
が
五
十
八
人
、
【
ロ
】
は
五
十
六
人
で
あ
り
、
日
新
ら
し
き
者
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
【
ロ
】
は
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
者
を
ま
と
め
て
「
役
者
之
供
」
と
記
し
て
い
る
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が
、
日
新
は
「
役
者
之
供
」
、
す
な
わ
ち
、
な
ん
ら
か
の
役
職
に
就
い
た
乗
船
者
で
は
な
い
故
に
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
名
が
略
さ
れ
た
日
新
の
よ
う
な
「
役
者
之
供
」
が
、
こ
の
漂
着
船
に
は
二
十
人
以
上
は
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
目
の
漂
着
で
も
触
れ
る
が
、
案
外
乗
船
者
は
親
類
関
係
者
や
、
知
り
合
い
同
士
の
者
が
乗
っ
て
い
る
傾
向
が
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
、
琉
球
と
中
国
・
鹿
児
島
と
の
往
来
は
、
縁
故
を
頼
っ
て
乗
船
す
る
ケ
ー
ス
が
、
相
当
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
日
新
は
漂
流
か
ら
四
年
後
、
「
康
煕
四
十
八
（
一
七
○
九
）
年
」
、
「
在
留
通
事
」
と
し
て
公
務
を
終
え
て
帰
国
す
る
途
中
、
鼬
風
に
遭
い
船
が
沈
ん
で
死
亡
し
て
い
る
。
「
享
年
三
十
五
」
で
あ
る
。
察
淵
は
、
察
温
の
父
察
鐸
と
母
と
の
間
に
女
子
二
名
が
生
ま
れ
た
後
、
「
十
有
四
年
」
子
供
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
家
を
継
ぐ
「
男
子
」
を
生
む
必
要
か
ら
、
志
多
伯
村
神
谷
筑
登
之
親
雲
上
女
真
多
満
を
「
側
室
」
に
と
っ
て
生
ま
れ
た
子
で
、
そ
の
二
年
後
に
正
妻
の
母
か
ら
温
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
淵
は
「
康
煕
庚
申
之
秋
」
（
一
六
八
○
年
）
（肥）
の
生
ま
れ
だ
と
い
う
か
ら
、
漂
着
時
は
一
一
十
五
歳
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
【
ロ
】
【
ハ
】
【
二
】
に
は
、
土
佐
滞
在
中
の
「
七
月
十
六
日
」
に
儒
者
緒
方
宗
哲
等
が
密
か
に
船
を
訪
れ
、
志
多
伯
親
雲
上
に
詩
を
所
望
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
志
多
伯
は
「
即
座
」
に
詩
を
作
り
、
宗
哲
も
「
同
日
」
、
「
次
韻
」
す
る
詩
を
贈
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ろ
。
戸
】
に
以
下
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
七
月
十
六
日
酒
屋
喜
兵
衛
案
内
者
に
て
、
何
者
共
不
名
乗
、
源
助
殿
勝
蔵
殿
宗
哲
老
琉
球
舩
へ
被
参
候
節
、
志
多
伯
親
雲
上
へ
真
邊
平
内
殿
詩
を
被
致
所
望
、
即
座
二
作
申
候
。
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次
韻
志
多
伯
大
人
蓬レーニ遁ス舟中ニー似レタリ有し縁音ｌ書従レ此報ニセョ安１全一
不須機‐二巧南ｌ車ノ手一風ｌ浪何ゾー妨ン鴻Ｉ雁ノ天
漂
着
し
て
か
ら
ま
だ
一
ヶ
月
も
立
っ
て
い
な
い
段
階
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
処
遇
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
の
か
、
宗
哲
等
は
名
を
明
か
さ
ず
に
志
多
伯
等
に
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
志
多
伯
の
詩
に
対
し
て
即
韻
し
な
か
っ
た
の
で
あろう。志多伯親雲上の父、菓鐸（志多伯親方）は、察鐸本『中山世譜』（一七○一年）の編纂者で
あ
り
、
『
歴
代
宝
案
』
第
一
集
（
一
六
九
七
年
）
や
『
琉
球
国
中
山
王
府
官
制
』
二
七
○
六
年
）
の
編
纂
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
が
、
漢
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
漢
詩
集
『
観
光
堂
遊
艸
』
（
一
六
九
○
年
）
は
、
『
中
山
詩
文
集
』
（
一
七
二
五
年
初版）に収められている。また、淵の腹違いの弟、察温は、一一十四年間も三司官を勤めた人物で察温
本『中山世譜』『平時家内物語」『御教条』「独物語』など多くの著書を残した。詩文集「稽園詩文集』
（四）
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
、
親
子
と
も
に
詩
文
を
よ
く
し
た
人
物
で
あ
る
。
淵
は
当
時
二
十
五
歳
と
は
い
え
琉
球
側
を
代
偶
値
惜
別
無し心偶－値フ豈無ンヤレ縁藻Ｉ水相Ｉ逢情更一一‐全シ
同－酔同－眠ル君莫レ惜ムコト明朝各二別ル北‐南ノ天
宗
哲
老
舩
よ
り
被
罷
帰
、
同
日
越
浦
よ
り
次
韻
遣
ス
。
宗
哲
老
岡
柳
庵
と
申
近
辺
之
藪
医
師
之
申
な
し
に
て
罷
越
候
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表
し
て
、
詩
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
【
ロ
】
等
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
南
路
志
』
巻
四
十
二
（
『
土
佐
国
史
料
集
成南路志」第四巻、高知県立図書館、平成四年刊）には「於二幡多郡清水浦一贈二琉球国志多伯親
雪上一書緒方宗哲」が記されている。宗哲の「次韻」には、「書」が付いていたのである。その冒
頭は「向叩謁三官使贈二面論一、感欣深重。其容貌語言、甚閑雅。所謂不し辱二君命一者必斯人也。
且与一一足下一対接見し示一一佳什一。何幸得二此良偶一哉」というもので、志多伯の「容貌語一一一一口」の
「
甚
閑
雅
」
な
こ
と
、
会
っ
た
際
に
「
佳
什
」
（
す
ば
ら
し
い
詩
）
を
示
さ
れ
た
一
」
と
等
を
述
べ
て
、
志
多
伯
を
称
え
て
い
る
。
一
対
の
詩
は
、
「
次
韻
」
と
あ
る
よ
う
に
同
じ
字
で
韻
が
踏
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
文
人
等
に
よ
る
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
察
淵
の
漢
詩
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
く
、
こ
の
記
事
は
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
「
次
韻
」
し
た
緒
方
宗
哲
（
一
六
四
五
～
一
七
二
一
一
年
）
は
、
名
を
維
文
、
姉
が
伊
藤
仁
斎
の
妻
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
儒
学
の
古
学
派
（
堀
川
学
派
）
に
学
び
、
一
家
を
な
す
。
四
代
藩
主
山
内
豊
昌
の
時
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
招
か
れ
て
侍
読
と
な
り
、
享
保
七
（
一
七
一
三
）
年
の
死
没
ま
で
前
後
四
十
四
年
間
、
例
年
藩
主
帰
国
の
際
京
都
よ
り
雇
従
し
て
翌
年
の
参
観
出
国
ま
で
高
知
に
在
る
を
常
と
し
た
。
宗
哲
の
漢
詩
に
つ
い
て
も
、
土
佐
に
残
さ
れ
た
も
の
（ｍ） 
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
。
宗
哲
の
編
著
と
推
察
さ
れ
る
も
の
に
「
土
佐
州
郡
士
心
』
が
あ
る
と
い
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
九
十
年
後
の
漂
着
史
料
に
志
多
伯
親
雲
上
の
こ
と
が
、
次
の
様
に
出
て
く
る
。
一
先
年
清
水
江
来
り
し
琉
玖
人
之
内
、
志
多
伯
親
雲
上
ハ
能
書
一
一
而
、
手
跡
今
以
所
持
之
者
多
し
。
是
を
尋
候
へ
は
、
示今志多伯村を領し、清水へ来りし者より今の志多伯親雲上まてハ一一一代被成と言。（【ヲ】）
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【
ワ
】
の
は
じ
め
の
記
事
は
【
ル
】
に
も
出
る
も
の
だ
が
、
奥
間
親
雲
上
が
久
米
村
出
身
で
し
か
も
第
一
回
目
の
漂
着
者
の
筆
頭
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
名
が
出
ず
、
志
多
伯
の
名
が
出
る
の
は
九
十
年
立
っ
た
土
佐
で
は
、
志
多
伯
が
有
名
だ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
儒
者
緒
方
宗
哲
と
漢
詩
を
交
わ
し
た
文
人
で
あ
り
、
【
ヲ
】
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
【
ヲ
】
に
は
、
土
佐
で
は
「
手
跡
」
を
今
で
も
も
っ
て
い
る
者
が
多
い
と
あ
り
、
宝
永
当
時
の
漂
着
者
、
察
淵
志
多
伯
親
雲
上
か
ら
三
度
目
の
漂
着
の
時
代
の
志
多
伯
親
雲
上
は
、
三
代
を
数
え
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
記
事
は
、
【
ロ
】
の
「
覚
真
辺
丙
内
聞
書
」
の
中
に
「
大
筆
者
不
宜
二
付
志
多
伯
親
雲
上
二
為
書
三
枚
差
上
申
候
事
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
何
を
書
か
せ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
大
筆
者
の
平
良
親
雲
上
が
書
い
た
も
の
よ
り
志
多
伯
が
書
い
た
方
が
よ
く
、
志
多
伯
に
書
か
せ
て
差
し
出
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
同
じ
く
【
ロ
】
に
あ
る
「
中
山
源
助
覚
書
自
筆
之
写
」
に
「
志
多
伯
へ
墨
跡
之
礼
申
候
」
も
あ
る
。
志
多
伯
が
手
跡
を
乞
わ
れ
て
、
応
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
山
源
助
は
「
御
横
目
」
で
あ
る
。
【
ヲ
】
は
こ
の
よ
う
な
人
々
に
手
跡
を
乞
わ
れ
、
そ
れ
が
九
十
年
の
後
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
【
ワ
】
の
後
の
記
事
は
、
伊
良
皆
親
雲
上
の
勘
違
い
で
あ
ろ
う
。
『
中
山
世
譜
』
は
淵
の
父
、
察
鐸
も
携
わ
っ
て
お
○
宝
永
年
中
、
清
水
浦
江
漂
着
ノ
志
多
伯
親
雲
上
モ
久
来
（
筆
者
注
、
米
の
誤
り
）
村
ノ
人
ノ
由
。
伊
良
皆
親
雲
上
なと同村ノ由。（【ワ】）
○
中
山
世
譜
ヲ
書
タ
ル
紫
大
夫
察
温
ハ
、
宝
永
年
中
清
水
二
漂
着
ノ
志
多
伯
親
雲
上
銘
蓄
ノ
父
ノ
由
。
伊
良
皆
話
。
（【ワ】）
【ワ】の
110 
Hosei University Repository
り
こ
れ
を
察
温
が
「
補
訂
」
し
て
、
二
十
四
年
後
に
察
温
本
『
中
山
世
譜
』
を
編
纂
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
記
憶
の
混
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
察
淵
の
「
號
」
を
「
銘
巷
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
前
述
し
た
通
り
察
淵
の
「
號
」
は
「
潜
蓄
」
で
あ
る
。
「
銘
蓄
」
は
、
毛
文
英
の
長
男
、
毛
日
新
で
あ
る
。
こ
れ
と
、
誤
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
伊
良
皆
の
話
は
、
二
重
に
誤
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
察
淵
志
多
伯
親
雲
上
は
土
佐
の
人
々
の
間
で
は
関
心
が
持
た
れ
続
け
、
度
々
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
伊
良
皆
親
雲
上
は
鄭
崇
基
真
栄
里
親
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
こ
の
他
、
【
ロ
】
に
あ
る
「
中
山
源
助
覚
書
自
筆
之
写
」
に
「
志
多
伯
よ
り
平
内
（
筆
者
注
、
真
辺
平
内
（
丙
内
）
）
へ
黄
紙
少
々
致
所
望
候
琉
球
国
―
―
て
ハ
中
城
押
立
候
饗
応
之
節
床
之
飾
二
仕
候
由
」
が
あ
り
、
察
淵
が
王
子
（
中
城
）
就
任
の
祝
の
席
の
床
の
間
に
飾
る
た
め
に
、
土
佐
側
に
黄
紙
を
所
望
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
王
子
と
は
、
尚
貞
王
の
後
を
継
い
だ
尚
益
（
在
位
一
七
一
○
年
～
一
七
一
二
年
）
の
こ
と
か
。
益
は
、
漂
着
時
に
は
読
谷
山
王
子
だ
が
、
そ
の
（別）
一
一
年
後
の
一
七
○
七
年
に
読
谷
山
王
子
か
ら
中
城
王
子
（
次
代
の
国
王
）
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
備
え
て
の
「
所
望
」
あ
さ
き
だ
っ
た
の
か
。
結
局
は
、
親
雲
上
一
ハ
人
へ
「
黄
紙
淺
黄
紙
五
帖
充
」
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
Ⅱ
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
の
漂
着
ハ
．
宝
暦
十
一
一
（
一
七
六
二
）
年
の
漂
着
に
つ
い
て
一
一
回
目
の
漂
着
は
、
潮
平
親
雲
上
以
下
五
十
一
一
人
が
乗
り
組
ん
だ
琉
球
槽
船
が
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
四
月
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二
十
六
日
鹿
児
島
を
目
差
し
那
覇
港
を
出
港
し
、
沖
縄
本
島
北
部
の
運
天
港
に
入
港
し
た
後
、
犬
候
が
悪
く
何
度
も
運
天
港
で
の
出
港
帰
港
を
繰
り
返
し
、
漸
く
七
月
十
三
日
に
運
天
港
を
出
港
し
た
も
の
の
、
翌
々
日
の
晩
か
ら
大
風
に
遭
遇
し
、
船
の
安
定
を
図
ろ
た
め
に
帆
柱
を
切
り
捨
て
、
柁
を
折
損
し
た
状
態
で
土
佐
幡
多
郡
柏
島
沖
を
漂
流
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
七
月
二
十
二
日
に
発
見
さ
れ
、
宿
毛
の
大
島
に
曳
航
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
槽
船
は
、
潮
平
親
雲
上
を
カ
リ
ヤ
「頭役」にして「（琉球の）産物ヲ積ミ薩摩ノ琉球仮屋卜云へ荷ヲ上ゲ薩摩ヘノ払方等」のために、鹿
児島を目差した船であった。【へ】に、この漂着者達について「去ル宝永二酉年参候琉球人見申老人
ども此度之琉球人見申所以前之者よりハ賎ク相見候様二奉レ存候」と記しているのは、驚かされる。
五
十
七
年
前
の
琉
球
船
の
漂
着
を
記
憶
し
て
い
る
「
老
人
ど
も
」
が
、
「
以
前
之
者
よ
り
ハ
賎
ク
相
見
候
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
回
目
の
漂
着
者
達
は
中
国
か
ら
の
帰
国
者
で
あ
り
、
多
数
の
士
族
等
が
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
漂
着
者
は
鹿
児
島
へ
行
く
桔
船
で
あ
り
規
模
も
小
さ
く
、
乗
っ
て
い
る
士
族
等
も
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
多
く
は
な
く
、
そ
の
違
い
を
述
べ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
サ
ン
カ
コ
ヒ
の漂流時に潮平が「山ノ囲本唐ノ様一一見１」といったのに対し、船巨貝の一人「定加子山城」（四十一
歳
）
は
十
八
年
前
（
一
七
四
四
年
）
に
奥
州
に
流
さ
れ
た
と
き
の
経
験
か
ら
「
方
角
彼
是
ヲ
考
ル
ー
一
多
ク
ハ
日
本
四
国
辺
ノ
地
ナ
ル
ベ
キ
ョ
シ
」
と
的
確
に
判
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
頭
役
」
等
の
士
族
層
に
も
一
度
な
ら
ず
、
二
度
三
度
の
漂
流
の
経
験
者
は
い
る
は
ず
だ
が
（
前
述
し
た
毛
日
新
や
、
後
述
す
る
伊
良
皆
親
雲
上
）
、
船
頭
以
下
の
水
主
等
の
中
に
も
漂
流
や
難
船
の
経
験
者
が
相
当
数
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
漂
着
で
意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
船
に
乗
っ
て
い
た
「
船
頭
主
従
」
以
外
の
メ
ン
バ
ー
は
、
宜
寿
須
里
之
子
親
雲
上
が
潮
平
の
弟
、
照
屋
里
之
子
が
潮
平
の
従
弟
、
潮
平
子
が
潮
平
の
三
男
、
上
地
、
東
恩
納
、
大
田
は
潮
平
の
「
譜
代
ノ
家
頼
」
、
崎
間
筑
登
之
は
「
頭
役
二
付
ク
下
役
」
、
「
手
代
」
の
諸
見
里
筑
登
之
と
潮
平
の
関
係
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
同
船
し
て
い
た
僧
、
祖
願
は
潮
平
の
「
俗
縁
」
の
者
で
、
「
臨
濟
宗
来
光
院
林
里
弟
子
」
、
「
此
度
薩
摩
大
慈
寺
」
に
参
禅
す
る
た
め
に
乗
船
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
潮
平
の
身
内
の
者
か
家
の
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
船
頭
雇
若
狭
町
村
年
二
十
九
」
と
記
さ
れ
る
長
嶺
筑
登
之
と
い
う
人
物
も
注
目
さ
れ
る
。
長
嶺
は
「
書
ハ
御
家
様
ヲ
書
和
文
和
歌
ヲ
モ
善
ス
北
京
ヘ
モ
一
度
参
ダ
ル
由
一
一
テ
唐
話
ヲ
モ
ナ
セ
リ
」
と
い
う
人
物
で
、
『
大
島
筆
記
五
』
（
附
録
）
に
「
永
峯
和
文
」
を
載
せ
て
い
る
教
養
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
彼
は
「
平
世
祥
」
夕
ｒ
そ
り
と
い
う
唐
名
を
持
ち
「
但
成
」
と
い
う
名
乗
り
を
持
つ
士
族
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
長
嶺
ハ
琉
国
一
一
テ
ハ
那
覇
官
ノ
下
二
居
ル
筑
登
之
一
一
テ
薩
摩
通
用
ノ
下
役
人
ナ
ル
ヲ
此
度
船
頭
ヨ
リ
筆
者
一
一
一
属
上
来
タ
ル
也
」
と
い
い
、
「
琉
国
一
一
七
十
余
ノ
母
ヲ
残
シ
箇
様
二
撫
養
ノ
為
雇
レ
来
ル
ー
漂
流
シ
テ
老
母
へ
気
遣
掛
ル
事
本
意
無
キ
事
ナ
ド
云
落
涙
セ
ル
事
モ
有
シ
也
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
長
嶺
（
永
峯
）
は
士
族
で
あ
り
な
が
ら
充
分
な
役
職
に
就
け
ず
に
お
り
、
そ
れ
を
「
船
頭
高
良
」
が
「
筆
者
」
と
し
て
雇
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
財
力
を
持
っ
た
「
船
頭
高
良
」
と
い
う
よ
う
な
町
百
姓
が
、
職
に
就
け
ず
に
い
る
長
嶺
の
よ
う
な
士
族
を
雇
う
よ
う
な
こ
と
が
、
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
長
嶺
が
「
北
京
ヘ
モ
｜
度
参
タ
ル
由
」
と
あ
っ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
潮
平
に
付
い
て
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
『
大
島
筆
記
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三
・
四
』
「
雑
話
下
」
の
冒
頭
、
「
北
京
へ
往
還
大
略
」
の
記
事
を
記
し
た
最
後
に
「
此
時
分
潮
平
二
付
長
嶺
モ
始
テ
北
京
へ
行
シ
ト
イ
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
時
、
潮
平
は
長
嶺
に
「
厳
州
ノ
内
」
に
あ
る
「
富
春
江
」
の
廟
の
前
に
立
つ
「
明
ノ
天
啓
年
中
徐
告
卜
云
ガ
作
タ
ル
詩
石
碑
」
を
「
正
面
摺
二
長
嶺
ス
ラ
セ
テ
持
テ
リ
」
と
し
て
、
そ
の
詩
が
『
大
島
筆
記
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
潮
平
は
、
そ
れ
を
鹿
児
島
に
持
っ
て
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
長
嶺
と
潮
平
の関係は旧知のもので、おそらく「船頭高良」へ潮平が頼んで、「一展」にしてもらったのであろうし、
潮
平
は
高
良
と
も
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
土
佐
に
漂
着
し
た
琉
球
槽
船
の
乗
組
員
は
、
そ
の
よ
う
な
潮
平
一
家
と
も
い
え
る
人
々
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
第
三
回
目
の
漂
着
史
料
【
ヲ
】
に
、
（ニーイ）
一
親
雲
上
、
筑
登
之
ハ
、
小
身
二
而
奉
公
も
難
勤
体
の
者
二
付
、
四
五
年
三
遍
（
筆
者
注
。
四
五
年
に
一
遍
か
）
程
允
国
王
へ
願
を
出
し
、
八
重
山
島
、
宮
古
島
、
又
ハ
福
州
辺
へ
商
二
行
事
を
許
サ
ル
。
其
余
力
を
以
奉
公
も
勤
由
。
儀
間
咄
也
。
兼
城
筑
登
之
杯
ハ
ど
ふ
か
町
人
の
風
有
之
。
不
審
二
思
ひ
し
か
是
―
―
て
合
点
行
候
也
。
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
さ
に
長
嶺
が
「
船
頭
高
良
」
に
雇
わ
れ
る
状
況
が
窺
え
る
。
船
頭
も
そ
う
だ
が
、
船
に
乗
る
人
々
は
一
定
の
私
的
な
交
易
品
の
持
ち
込
み
が
許
さ
れ
、
そ
れ
を
当
地
で
売
り
、
ま
た
当
地
で
商
品
を
仕
入
れ
て
琉
球
で
売
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
、
生
活
費
を
稼
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
話
し
た
の
は
先
に
名
が
出
た
八
重
山
島
詰
医
師
石
川
親
雲
上
（
四
十
一
歳
）
の
従
者
、
儀
間
筑
登
之
（
三
十
五
歳
）
で
あ
る
。
実
は
、
彼
は
士
族
で
あ
り
、
医
師
石
川
親
雲
上
は
百
姓
身
分
の
者
で
あ
る
（
【
ヲ
】
）
。
ま
た
、
「
町
人
の
風
」
だ
と
い
う
兼
城
筑
登
之
（
三
十
五
歳
）
も
士
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長
嶺
は
「
氏
集
首
里
那
覇
』
の
「
十
六
番
」
に
出
る
「
一
一
○
’
一
一
新
参
元
祖
平
陳
慶
金
城
筑
登
之
但
記
四
世
長
嶺
筑
登
之
親
雲
上
但
満
支
流
六
子
平
世
祥
長
嶺
筑
登
之
但
恭
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
名
乗
り
は
一
致
せ
夕
ｒ
そ
り
ず
「
但
恭
」
は
「
琉
国
一
一
在
ル
子
名
乗
ハ
但
恭
ノ
由
云
ヘ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
嶺
の
子
の
名
乗
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
あ
る
が
、
長
嶺
は
「
元
祖
」
を
「
平
陳
慶
金
城
筑
登
之
但
記
」
と
す
る
新
参
士
族
の
「
四
世
」
の
「
支
流
」
（
六
子
）
に
あ
る
者
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
元
祖
」
が
平
家
の
血
を
引
く
者
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
鹿
児
島
か
ら
那
覇
に
移
り
住
ん
で
、
新
参
の
士
族
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
氏
集
首
里
那
覇
」
の
二
○
○
八
か
ら
一
一
○
一
一
一
は
、
長
嶺
の
一
門
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
「
二
世
」
の
記
述
は
な
い
。
つ
ま
り
、
実
質
、
長
嶺
の
曽
祖
父
か
、
曽
祖
父
の
代
に
相
当
す
る
人
が
「
元
祖
」
だ
と
い
う
こ
と
か
。
す
な
わ
ち
、
長
嶺
の
家
は
琉
球
に
移
り
住
ん
で
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の
歳
月
が
立
っ
て
は
い
な
く
、
し
か
も
、
多
く
鹿
児
島
と
那
覇
と
の
交
易
や
航
海
に
携
わ
っ
て
き
た
家
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
長
嶺
は
ど
こ
か
ヤ
マ
ト
風
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
て
「
長
嶺
人
物
日
本
人
ノ
様
子
有
テ
」
と
見
ら
族
。
こ
れ
が
、
水
主
と
し
て
船
に
乗
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
兼
城
筑
登
之
は
漂
着
時
、
病
に
伏
し
て
い
た
頭
役
伊
良
皆
親
雲
上
に
代
わ
っ
て
、
土
佐
側
の
窓
口
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
で
目
に
と
ま
り
「
不
審
」
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
嶺
も
「
船
頭
主
従
」
の
な
か
に
あ
っ
て
目
立
っ
た
の
か
「
長
嶺
人
物
日
本
人
ノ
様
子
有
テ
其
事
ナ
ド
内
々
不
審
セ
シ
ニ
帰
国
ノ
前
一
一
聞
ハ
」
と
尋
ね
ら
れ
、
「
昔
源
平
ノ
合
戦
ノ
時
平
氏
ノ
内
琉
国
へ
落
行
ダ
ル
者
ノ
子
孫
ナ
ル
由
」
と
答
え
た
と
い
う
。
長
嶺
の
「
氏
」
の
「
平
」
も
、
平
家
に
出
自
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
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れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
度
目
の
漂
着
者
、
「
町
人
の
風
」
だ
と
い
う
兼
城
筑
登
之
も
「
日
本
人
ノ
様
子
」
か
は
別
と
し
て
、
他
の
水
主
等
と
は
違
っ
た
物
腰
が
柔
ら
か
な
教
養
の
素
地
が
窺
え
る
人
物
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
那
覇
士
族
の
な
か
に
、
平
家
伝
承
を
持
つ
家
が
あ
る
の
は
た
い
へ
ん
興
味
深
く
、
沖
縄
本
島
に
お
け
る
平
家
伝
承
の
記
事
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
大
島
筆
記
」
に
「
船
頭
一
層
」
に
過
ぎ
な
い
長
嶺
の
和
文
（
「
永
峯
和
文
」
）
が
載
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
異
例
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
『
大
島
筆
記
』
は
長
嶺
に
注
目
し
、
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
長
嶺
の
記
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
良
煕
等
が
想
像
以
上
に
長
嶺
に
接
触
し
親
交
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
も
の
語
る
の
で
は
な
い
か
。
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
良
煕
と
し
て
は
潮
平
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
間
か
ら
情
報
を
得
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
長
嶺
は
、
そ
れ
に
よ
く
答
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
穿
っ
た
推
測
か
も
し
れ
な
い
が
、
【
へ
】
の
な
か
に
シ
ユ
ヒ
ラ
ハ
イ
ケ
ン
「右船頭と相申者之名潮平親雲上と申候此者之一一一一口語ハ通詞候得共余ハ曽而相通詞不し申候由一一御座候」
（
「
七
月
廿
九
日
」
付
け
の
「
覚
」
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
【
リ
】
に
も
「
潮
平
親
雲
上
至
テ
能
弁
ア
イ
サ
ッ
方
も
水
の
流
ろ
Ｌ
こ
と
く
に
し
」
と
い
う
評
価
が
さ
れ
て
は
い
る
が
、
潮
平
は
当
初
警
戒
し
て
土
佐
と
の
窓
口
を
一
手
に
担
い
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
節
が
窺
え
る
。
あ
る
い
は
、
土
佐
側
の
調
査
が
不
十
分
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
「
船
頭
主
従
」
以
下
の
者
は
そ
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
潮
平
親
雲
上
以
外
の
者
は
「
曽
而
相
通
詞
不
し
中
候
由
に
御
座
候
」
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
長
嶺
な
ど
は
相
当
に
言
葉
が
通
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
良
煕
は
そ
の
こ
と
に
あ
る
段
階
で
気
が
付
き
、
長
嶺
か
ら
の
聞
き
取
り
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
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二
．
宝
暦
十
二
（
一
七
六
一
一
）
年
の
漂
着
船
乗
船
者
、
潮
平
親
雲
上
〈
潮
平
の
家
筋
〉
潮
平
親
雲
上
は
、
漂
着
者
の
筆
頭
に
名
が
記
さ
れ
た
漂
着
船
の
「
頭
役
」
で
あ
る
。
豊
富
な
琉
球
情
報
が
入
っ
た
『
大
島
筆
記
』
が
成
立
し
た
の
は
、
主
要
な
情
報
提
供
者
が
豊
か
な
経
験
と
教
養
の
持
ち
主
で
あ
る
潮
平
親
雲
上
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
情
報
を
引
き
出
し
整
理
編
集
し
た
土
佐
藩
の
優
れ
た
儒
者
、
戸
部
良
煕
等
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
希
有
な
邇
遁
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
ろ
う
。
潮
平
の
家
譜
は
不
明
で
あ
る
が
、
【
卜
】
『
大
島
筆
記
』
（
上
・
琉
人
漂
着
次
第
）
に
は
潮
平
に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
潮
平
は
漂
着
当
時
五
十
三
歳
。
「
年
齢
ヨ
リ
ハ
余
程
更
テ
見
ヱ
シ
」
と
あ
る
。
【
ト
】
サ
ス
（下・雑話上）に「潮平先祖ハ浦添ノ出ニテ官ハ鎖ヲ動タリ」とある。その後、乱があって「農民一一
落
居
」
し
た
が
、
「
慶
長
十
六
年
薩
摩
黄
門
様
」
の
「
帳
箱
ナ
ト
荷
う
夫
役
」
の
時
に
「
黄
門
様
」
の
目
に
と
ま
り
家
筋
を
尋
ね
ら
れ
て
「
本
ノ
官
二
復
ス
ル
ノ
命
有
テ
今
二
至
マ
テ
代
々
親
方
親
雲
上
ヲ
勤
メ
申
ス
ト
云
ヘ
リ
」
と
い
う
。
サ
ス
「
鎖
」
は
御
鎖
之
側
こ
と
で
、
二
一
司
官
に
次
い
で
表
十
五
人
衆
と
い
わ
れ
る
王
府
の
中
枢
を
担
う
役
職
の
メ
ン
バ
ー
で
、
「
外
国
通
用
ノ
事
ヲ
司
ル
太
夫
」
と
あ
る
よ
う
に
「
外
国
行
き
の
船
舶
の
点
検
・
在
番
奉
行
と
の
交
渉
・
外
国
船
渡
来
（鰯）
モ
リ
シ
ギ
時
の
接
待
な
ど
の
外
交
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
を
担
当
す
る
役
職
で
あ
る
。
唐
名
は
翁
士
漣
、
名
乗
り
は
盛
成
、
「
若
年
ニ
テ
親
二
離
し
十
一
人
兄
弟
ナ
リ
シ
若
年
ヨ
リ
役
方
ヲ
受
ケ
」
奉
公
を
重
ね
て
兼
城
間
切
潮
平
に
三
十
石
の
地
頭
地
す
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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を
持
ち
、
首
里
赤
平
に
住
ま
い
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
男
子
三
人
、
女
子
二
人
の
子
が
あ
り
、
長
男
は
潮
平
里
之
子
親
雲
上
、
次
男
は
豊
村
親
雲
上
（
「
同
宗
ノ
家
ヲ
継
セ
」
た
と
あ
る
）
、
三
男
が
潮
平
子
（
漂
着
船
に
同
乗
し
て
い
た
）
で
唐
モ
リ
シ
ク
名
は
翁
文
秀
、
名
乗
り
は
盛
布
、
女
子
の
一
人
は
既
に
嫁
い
で
い
る
と
あ
る
。
【
卜
】
に
は
潮
平
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
程
度
詳
し
く
あ
り
な
が
ら
、
「
氏
集
首
里
那
覇
」
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
「
翁
氏
」
で
名
乗
り
が
「
盛
」
な
ら
ば
、
「
氏
集
首
里
那
覇
』
「
九
番
」
に
あ
る
「
翁
寿
祥
国
頭
親
方
盛
順
」
を
元
祖
と
す
る
一
門かと思われる。
（型）
「翁姓家譜（、氷山家）」によれば、「一世盛順」は「正徳六年辛未」（一五一一年）に生まれ、「尚清
王
世
代
」
（
一
五
二
七
～
一
五
五
五
年
）
の
記
事
に
「
嘉
靖
三
十
三
年
甲
寅
」
（
一
五
五
四
年
）
「
勝
運
間
切
惣
地
頭
職
並
石
奉
行
御
鎖
之
側
」
を
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
「
紫
冠
」
（
親
方
位
）
に
叙
せ
ら
れ
る
と
あ
る
が
、
他
は
「
難
然
経
年
深
遠
不
可
知
其
細
詳
故
略
記
焉
」
（
年
月
が
立
っ
た
の
で
詳
し
い
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
そ
れ
を
略
す
）
と
あ
り
、
「
尚
元
王世代」（一五五六～一五七一一年）の記事に「嘉靖年間」（一五一一二～一五六六年）、つまり一五五六
年
か
ら
一
五
六
六
年
の
間
に
「
三
司
官
」
を
任
ぜ
ら
れ
、
「
隆
慶
二
年
戊
辰
」
（
一
五
六
八
年
）
に
「
慶
賀
王
舅
」
と
し
て
中
国
に
赴
き
二
年
後
に
帰
国
し
復
命
し
、
「
万
暦
八
年
庚
辰
（
一
五
八
○
年
）
四
月
一
日
」
七
十
歳
で
亡
く
な
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
浦
添
ノ
出
ニ
テ
」
と
い
う
【
卜
】
の
記
事
は
、
家
譜
に
「
父
母
不
知
為
何
人
」
と
だ
け
あ
り
分
か
サ
ス
ら
な
い
が
（
た
だ
し
、
室
は
浦
添
親
方
良
憲
女
真
加
戸
）
、
「
官
ハ
鎖
ヲ
勤
タ
リ
」
は
、
正
し
く
「
御
鎖
之
側
」
を
任
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
家
譜
の
記
述
と
符
合
す
る
。
や
は
り
、
「
潮
平
先
祖
」
は
「
翁
寿
祥
国
頭
親
方
盛
順
」
と
い
う
こ
と
に
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な
る
が
、
そ
の
後
、
乱
が
あ
っ
て
「
農
民
二
落
居
」
云
々
と
い
う
の
は
、
家
譜
に
該
当
す
る
記
述
が
な
く
不
明
で
あ
り
、
盛
順
の
任
官
等
に
つ
い
て
の
記
述
も
時
間
的
に
大
き
な
断
絶
も
な
い
の
で
、
【
ト
】
の
記
事
と
対
応
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
「
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）
薩
摩
黄
門
様
」
云
々
に
つ
い
て
は
、
「
｜
世
盛
順
」
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
家
の
「
二
世
」
は
書
家
で
有
名
な
城
間
親
方
盛
久
（
尊
円
城
間
）
で
あ
る
が
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、
盛
久
は
「
万
暦
八
年
」
（
一
五
八
○
年
）
に
「
紫
冠
」
（
親
方
）
に
昇
り
、
「
万
暦
一
一
十
九
年
」
（
一
六
○
一
年
）
に
三
司
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
「
万
暦
三
十
三
年
」
（
一
六
○
五
年
）
に
「
鄭
週
謝
名
親
方
」
の
謹
言
に
よ
っ
て
「
爵
位
」
を
と
ら
れ
「
無
官
」
と
な
り
、
「
浦
添
間
切
城
間
地
頭
職
」
に
落
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
年
後
の
「
万
暦
三
十
六
年
」
二
六
○
八
年
）
に
罪
が
解
け
て
再
び
「
紫
冠
」
に
昇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
復
官
す
る
き
っ
か
け
が
、
「
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）
薩
摩
黄
門
様
」
云
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
三
年
ほ
ど
時
期
が
ず
れ
る
が
、
ど
う
も
潮
平
か
ら
の
聞
き
書
は
、
翁
姓
の
「
一
世
盛
順
」
と
「
二
世
盛
久
」
に
関
わ
る
話
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
「
潮
平
先
祖
ハ
浦
添
ノ
出
ニ
テ
」
は
、
家
譜
に
そ
の
記
載
が
な
く
確
認
で
き
な
い
と
し
た
が
、
あ
る
い
は
「
無
官
」
に
落
と
さ
れ
て
「
浦
添
間
切
城
間
地
頭
職
」
と
な
っ
た
の
は
、
そ
こ
の
出
身
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
『
門
中
風
（閲）
土
記
』
「
一
一
ハ
翁
姓
（
永
山
殿
内
）
」
に
も
、
元
祖
の
出
身
が
浦
添
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
特
に
出
て
こ
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
家
譜
に
書
か
れ
な
い
（
書
け
な
い
）
事
情
が
あ
る
た
め
に
、
【
ト
】
が
記
す
よ
う
な
記
事
が
一
門
の
支
流
の
家
と
思
わ
れ
る
潮
平
に
口
頭
伝
承
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
乱
が
あ
っ
て
「
農
民
二
落
居
」
し
た
と
い
う
の
も
、
や
は
り
島
津
侵
攻
を
め
ぐ
る
琉
球
壬
府
の
内
部
の
対
立
が
背
景
に
あ
る
事
件
だ
と
推
測
さ
れ
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ろ
が
、
ま
さ
に
こ
れ
も
家
譜
に
記
さ
れ
な
い
（
記
せ
な
い
）
事
柄
で
、
そ
れ
が
家
の
伝
承
と
し
て
、
関
係
す
る
家
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
奇
し
く
も
、
【
ト
】
は
そ
の
よ
う
な
興
味
深
い
問
題
に
触
れ
た
記
事
な
の
で
あ
る
。
【
卜
】
（
下
・
雑
話
上
）
に
は
「
先
年
御
国
へ
漂
着
セ
シ
松
田
親
雲
上
力
子
ハ
私
従
兄
弟
ナ
リ
」
と
あ
り
、
第
一
回
目
の
土
佐
へ
の
漂
着
者
の
ひ
と
り
で
、
筆
頭
の
次
に
名
が
記
さ
れ
る
「
才
府
松
田
親
雲
上
」
の
子
は
、
潮
平
親
雲
上
と
従
兄
弟
同
士
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
父
方
か
母
方
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
潮
平
の
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
「
才
府
松
田
親
雲
上
」
と
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
全
く
の
偶
然
だ
と
は
い
え
、
驚
き
で
あ
る
。
こ
の
松
田
親
雲
上
の
家
譜
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
潮
平
の
情
報
が
も
う
少
し
分
か
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
三
度
目
の
漂
着
記
録
で
あ
る
【
ヲ
】
（
『
下
田
日
記
』
）
に
「
先
年
大
島
江
来
り
し
潮
平
か
事
を
尋
し
に
、
潮
平
ハ
都
一
一
住
居
す
。
故
一
一
委キ事不存と一一一一口」という記述がある。土佐側が誰に潮平のことを尋ねたのかは分からないが、三度目
の
「
頭
役
」
伊
良
皆
親
雲
上
に
尋
ね
た
と
す
れ
ば
、
伊
良
皆
は
那
覇
に
あ
る
久
米
村
の
士
族
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
後
述）。他の者も、ほとんど那覇に住む百姓身分の者（町百姓）か八重山出身者であり、「都」（首里）
に
住
ん
で
い
た
潮
平
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
〈
潮
平
の
人
柄
〉
【
卜
】
（
下
・
雑
話
上
）
に
は
、
潮
平
の
家
族
と
潮
平
の
人
物
像
に
関
す
る
微
笑
ま
し
い
記
述
が
ある。或日
ノ
物
語
一
一
女
ノ
情
ハ
ア
ヂ
ナ
モ
ノ
ニ
テ
存
外
ナ
ル
思
ハ
ク
有
第
一
私
共
小
身
ニ
テ
娘
数
モ
テ
バ
費
用
多
キ
事
也
私
娘
モ
一
人
ハ
婚
礼
サ
セ
シ
ー
ー
色
々
無
益
ナ
ル
事
ヲ
ス
大
体
ハ
左
様
モ
サ
セ
ネ
ト
モ
精
ク
ソ
レ
ヲ
制
ス
レ
ハ
ー
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娘
の
い
う
こ
と
を
こ
と
細
か
に
制
し
て
い
る
と
一
生
ぐ
ず
ぐ
ず
い
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
大
方
は
大
目
に
み
る
。
「
娘
数
ハ
中
々
コ
マ
リ
タ
ル
者
也
」
と
、
潮
平
が
娘
に
手
を
焼
い
て
い
る
こ
と
を
良
煕
に
こ
ぼ
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
潮
平
の
父
親
と
し
て
の
姿
が
か
い
ま
み
ら
れ
て
、
微
笑
ま
し
い
。
潮
平
は
、
こ
の
よ
う
な
話
が
良
煕
と
出
来
る
程
に
親
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
記
事
は
こ
れ
に
続
い
て
、
三
男
の
潮
平
子
を
思
い
や
る
記
事
が
続
く
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
詩
ヲ
乞
シ
ュ
ヘ
賦
シ
小
序
ヲ
書
遣
ハ
セ
シ
ー
ー
見
畢
リ
甚
夕
称
美
ニ
ア
ッ
カ
リ
却
テ
当
惑
イ
タ
セ
ル
ト
云
又
云
ク
此
詩
オ
ヤ
チ
文トリ帰テモ急一一家族朋友ナドニハ見セラレヌ也アノ爺カブ云徳義ハ無ガト何レモ申サブ程一一私ノ
仕
廻
際
一
一
子
孫
へ
相
渡
サ
バ
扱
々
ヨ
キ
爺
デ
有
タ
ソ
ウ
ナ
ト
子
孫
ノ
者
ガ
深
メ
シ
フ
可
存
然
ハ
此
文
ハ
家
ノ
宝
ト
取
り
置
キ
申
サ
フ
ト
申
夕
也
良
煕
申
二
足
下
ノ
様
子
力
邑
ル
難
義
一
一
逢
レ
ナ
ガ
ラ
屈
夕
ク
ノ
気
モ
見
へ
ズ
数
人
入
り
来
リ
何
カ
ャ
カ
マ
シ
ク
問
答
ナ
ド
ス
レ
ド
ア
グ
ミ
モ
見
へ
ス
万
端
殊
外
無
造
作
酒
落
イ
サ
掻
カ
モ
胸
中
タ
ク
ハ
ヘ
無
様
一一存スルカラ小序ノ中一一ソノ様子ヲ書タル由申セバイャ私ハ唐テモサフ申テ有夕私何学ン夕者デモ
無
レ
ト
モ
ド
ノ
国
へ
参
テ
モ
無
用
捨
二
思
ワ
ク
ノ
ア
リ
ノ
侭
テ
有
申
ス
ュ
ヘ
左
ミ
ヘ
申
ス
カ
福
州
一
一
居
申
夕
時
私
ノ
シ
ユ
ッ
ポ
ク
タ
ア
タ
ン
パ
ク
オ
ン
ヤ
舟
へ
捧
托
大
胆
魂
翁
爺
ト
書
テ
張
テ
有
夕
捧
托
ハ
カ
ケ
引
ノ
事
カ
ケ
引
ノ
大
胆
至
極
ナ
オ
ャ
ヂ
シ
ャ
ト
ナ
ブ
ラ
レ
申
オ
ュ
メ
生
ク
ズ
ｊ
く
～
由
‐
ス
ニ
ョ
リ
事
ニ
ョ
リ
大
目
ニ
ス
ル
事
モ
有
也
小
身
ニ
テ
娘
数
ハ
中
々
コ
マ
リ
タ
ル
者
也
箇
様
ノ
事
ヲ
一一才翻騨メカ承リテャ姉力里返リノ節ニハ物取殿ノ御出ナド申シタリシホドニ呵り且笑シ事杯候上
シ
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タ
オ
カ
シ
キ
事
デ
有
タ
ト
申
ス
潮
平
に
詩
を
乞
わ
れ
た
の
で
、
序
文
も
添
え
て
贈
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
潮
平
が
た
い
へ
ん
褒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
ど
く
当
惑
し
た
と
い
う
。
潮
平
が
「
沖
縄
に
帰
っ
て
そ
れ
を
家
族
や
友
人
等
に
見
せ
る
と
あ
の
親
爺
は
そ
ん
な
「
徳
義
」
は
な
い
な
ど
と
い
わ
れ
る
の
で
、
私
の
臨
終
間
際
に
子
孫
に
見
せ
れ
ば
良
き
親
爺
で
あ
っ
た
と
し
み
じ
み
と
思
わ
れ
て
、
こ
れ
を
家
宝
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
の
を
良
煕
が
聞
い
て
、
「
あ
な
た
は
こ
ん
な
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
屈
託
も
な
く
、
色
々
な
人
に
煩
わ
し
く
問
わ
れ
る
の
を
厭
き
る
様
子
も
な
く
全
て
に
面
倒
が
ら
ず
気
が
利
く
対
応
を
し
、
少
し
も
心
に
わ
だ
か
ま
り
が
な
い
の
で
、
詩
の
序
文
に
そ
の
こ
と
を
記
し
た
の
だ
」
と
い
う
と
、
潮
平
は
「
私
は
中
国
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
た
。
私
は
特
に
何
を
学
ん
だ
者
で
は
な
い
が
、
ど
の
国
に
あ
っ
て
も
遠
慮
無
く
思
う
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
い
う
の
で
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
。
福
州
で
は
大
胆
な
懸
け
引
き
を
す
る
親
爺
だ
と
い
う
張
り
紙
を
船
に
張
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
記
事
で
あ
る
。
潮
平
は
率
直
で
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
人
物
で
、
大
胆
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
記
事
に
あ
る
「
小
序
ノ
中
ニ
ソ
ノ
様
子
ヲ
書
タ
ル
由
」
と
は
、
【
ト
】
の
「
五
」
（
附
録
）
に
載
る
良
煕
が
潮
平
へ
贈
っ
た
漢
詩
「
寄
承
務
使
翁
丈
詩
二
首
」
の
「
序
」
の
中
の
「丈徳宏量大。不拒良煕駕下。言謹通快。殆如旧相識笑」等をさすのだろう。「附録」にこれへの礼状
と
思
わ
れ
る
「
潮
平
礼
状
の
写
」
が
載
る
。
昨
日
者
船
中
御
光
臨
詩
歌
之
御
作
被
下
候
て
漂
白
之
僕
山
勝
（
賎
）
と
も
不
被
思
召
御
厚
志
不
淺
恭
鯵
気
を
晴
候
也
故
郷
へ
帰
り
永
く
家
珍
二
可
仕
候
然
と
も
身
上
に
応
不
申
御
賞
美
近
頃
御
挨
拶
可
申
上
様
も
無
御
座
候
御
察
可
被
下
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候
い
つ
れ
様
へ
も
樟
な
か
ら
宜
鋪
奉
願
候
以
上
八
月
廿
日
戸
部
助
五
郎
様
潮
平
親
雲
上
つ
ま
り
、
礼
状
の
日
付
か
ら
良
煕
が
潮
平
へ
詠
ん
だ
詩
と
は
、
【
ト
】
の
「
附
録
」
に
載
る
一
連
の
漢
詩
「
出
会
詩
歌
」
の
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
は
良
煕
等
が
仲
秋
に
琉
球
船
に
や
っ
て
き
て
琉
球
側
と
漢
詩
を
詠
み
合
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
【
リ
】
に
は
「
一
八
月
十
五
夜
名
月
ノ
祭
重
ク
致
ス
よ
し
上
へ
願
も
ち
米
四
斗
モ
ラ
イ
ウ
ヶ
二
斗
ハ
モ
チ
ニ
ッ
キ
一
一
斗
ハ
引
粉
一
一
し
て
白
ラ
モ
チ
ニ
し
て
月
祭
二
備
へ
候
由
」
と
あ
り
、
琉
球
側
が
招
待
し
た
か
た
ち
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
付
録
」
に
載
る
「
出
会
詩
歌
」
に
は
、
琉
球
側
か
ら
僧
祖
願
が
「
異
郷
秋
感
」
「
仲
秋
二
首
」
と
題
し
て
三
首
、
戸
部
が
「
中
秋
見
月
於
琉
球
客
船
二
首
」
、
植
木
挙
因
が
同
じ
題
で
一
首
、
さ
ら
に
戸
部
が
「
序
」
を
書
い
て
詠
ん
だ
「
寄
承
務
使
翁
丈
詩
二
首
」
、
植
木
が
「
呈
承
務
使
翁
丈
詩
二
首
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
付
録
」
に
「
名
月
の
夜
つ
く
り
し
也
」
と
詞
書
が
付
い
て
載
る
琉
歌
「
雲
き
り
も
は
ら
て
、
い
つ
よ
り
も
ま
さ
て
、
名
に
立
て
照
れ
る
、
十
五
夜
御
月
」
も
、
こ
の
時
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
【
リ
】
に
は
潮
平
に
つ
い
て
「
諸
文
杯
達
者
之
よ
し
」
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
潮
平
の
漢
詩
は
な
く
、
潮
平
が
詠
ん
だ
和
歌
も
琉
歌
も
【
卜
】
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
潮
平
が
認
め
た
も
の
と
い
え
ば
、
先
に
引
い
た
「
潮
平
礼
状
の
写
」
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
潮
平
は
漢
詩
に
造
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
は
先
に
長
く
引
い
た
箇
所
の
後
に
、
詩
モ
作
リ
タ
者
ト
見
へ
憧
齋
力
詩
ノ
万
里
飛
鴻
一
日
過
ノ
句
ヲ
気
格
高
シ
ト
云
上
良
煕
力
休
言
ノ
転
落
ヲ
有
情
致
ナ
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ト
イ
ヘ
リ
祖
願
力
無
青
眼
ノ
友
ノ
句
ヲ
甚
不
仕
付
ナ
ト
呵
り
又
申
一
一
坊
主
一
一
作
ラ
セ
各
ノ
詩
ヲ
求
メ
私
ハ
作
ラ
ス
高
フ
出
テ
居
申
ス
ナ
ド
畠
ヲ
ド
ケ
云
笑
ヘ
リ
が
あ
り
、
「
附
録
」
に
載
る
「
出
会
詩
歌
」
の
挙
因
（
憧
齋
）
、
良
煕
、
祖
願
の
漢
詩
を
批
評
し
て
い
る
。
潮
平
が
土
佐
側
の
慢
齋
、
良
煕
の
漢
詩
を
褒
め
る
の
は
当
然
と
し
て
、
祖
願
の
詩
を
「
無
青
眼
ノ
友
ノ
句
ヲ
甚
不
仕
付
ナ
ト
呵
り
」
と
あ
る
の
は
、
ま
た
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祖
願
の
「
異
郷
秋
感
」
と
題
さ
れ
る
漢
詩
の
冒
頭
部
「
異
国
曽
無
青
眼
友
空
江
只
見
海
鴎
群
」
で
、
祖
願
は
あ
る
い
は
単
に
知
っ
た
者
も
い
な
い
異
郷
の
地
に
あ
る
悲
し
い
心
情
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
が
、
「
青
眼
」
（
喜
び
迎
え
る
心
が
あ
ら
わ
れ
た
目
つ
き
）
が
無
い
な
ど
と
い
う
表
現
は
、
迎
え
た
土
佐
側
の
感
情
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
に
、
祖
願
の
詩
を
載
せ
た
後
に
良
煕
が
「
異
郷
秋
感
詩
錐
有
可
疑
姑
録
之
」
と
記
し
た
の
も
、
明
ら
か
に
土
佐
側
の
感
情
を
害
し
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
潮
平
が
祖
願
に
詩
を
作
ら
せ
、
良
煕
等
に
詩
を
求
め
て
自
分
は
詩
を
作
ら
ず
偉
そ
う
な
こ
と
を
申
し
た
な
ど
と
お
ど
け
笑
っ
た
と
あ
る
の
も
、
本
来
、
自
分
が
詩
を
作
る
立
場
だ
っ
た
が
そ
れ
を
祖
願
に
作
ら
せ
、
場
の
雰
囲
気
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
ば
つ
の
悪
さ
を
、
自
分
を
卑
下
し
て
笑
わ
せ
て
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
「
出
会
詩
歌
」
の
後
に
記
さ
れ
た
「
照
屋
里
之
子
留
別
之
歌
帰
る
さ
も
わ
す
れ
は
て
に
き
此
夕
君
か
な
さ
け
の
玉
の
こ
と
の
葉
」
と
「
長
嶺
に
送
別
の
和
歌
を
請
は
れ
て
」
詠
ん
だ
良
煕
の
歌
「
あ
ま
さ
か
ろ
雲
井
の
よ
そ
の
草
ま
く
ら
思
ひ
や
る
に
も
ぬ
る
ｈ
そ
で
か
な
」
は
、
漢
詩
が
交
わ
さ
れ
た
「
出
会
詩
歌
」
の
場
と
は
別
の
場
面
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
「
雑
話
上
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
九
月
廿
五
日
首
途
ノ
御
祝
ト
テ
御
料
理
被
遣
タ
ル
夜
」
が
そ
れ
で
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あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
潮
平
等
が
洞
仙
寺
に
招
か
れ
て
催
さ
れ
た
「
御
饗
」
の
席
で
あ
る
。
た
だ
、
潮
平
等
が
洞
仙
寺
に
招
か
れ
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
く
、
「
附
録
」
の
「
琉
球
歌
」
の
詞
書
き
に
「
八
月
の
は
ち
め
三
四
輩
は
し
め
て
船
よ
り
あ
か
り
て
大
島
の
洞
仙
寺
に
遊
ひ
舟
に
帰
る
さ
に
祝
ひ
う
た
ひ
し
也
」
が
あ
り
、
こ
の
時
「
大
嶋
の
泊
り
、
お
し
た
て
る
は
し
ら
、
さ
つ
ま
山
川
に
、
ひ
ち
よ
は
し
ら
、
」
と
歌
っ
て
い
る
。
【
リ
】
に
．
大
難
風
二
逢
候
剛
神
社
へ
志
願
等
致
二
付
寺
社
参
拝
仕
度
段
願
出
御
聞
届
有
之
八
月
十
一
日
右
大
島
ノ
寺
へ
参
詣
イ
タ
ス
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
時
の
こ
と
か
ど
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
七
月
の
二
十
二
日
に
漂
流
し
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
、
大
島
に
曳
航
さ
れ
て
か
ら
十
日
余
り
が
立
っ
て
「
三
四
輩
」
が
上
陸
を
許
さ
れ
た
所
が
、
洞
仙
寺
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
が
、
送
別
の
宴
が
持
た
れ
た
場
所
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
琉
歌
は
当
初
の
目
的
地
で
あ
る
薩
摩
へ
行
く
こ
と
を
願
っ
た
歌
で
、
「
は
し
ら
」
が
掛
詞
（
柱
と
走
ら
）
に
な
っ
て
い
る
。
「
九
月
廿
五
日
首
途
ノ
御
祝
」
の
宴
で
は
、
潮
平
は
土
佐
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
の
ひ
と
り
と
思
わ
れ
る
「
郡
方
ノ
悦
蔵
」
（
深
尾
春
悦
か
）
と
囲
碁
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
「
雑
話
上
」
の
別
の
箇
所
）
。
そ
の
夜
は
、
「
イ
ッ
レ
モ
ト
無
隔
意
語
り
合
シ
名
残
ヲ
思
ヘ
ハ
感
情
無
窮
」
「
頻
二
落
涙
一
一
及
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
土
佐
に
漂
流
し
て
二
ヶ
月
程
、
漂
着
者
と
そ
れ
に
対
応
し
た
土
佐
側
と
の
間
に
交
流
の
絆
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
潮
平
等
は
「
御
恩
恵
御
礼
モ
申
尽
サ
レ
ヌ
カ
ラ
歌
曲
一
一
作
リ
フ
ク
ラ
シ
ノ
歌
二
合
セ
テ
歌
上
舞
ペ
シ
ト
テ
先
フ
ク
ラ
シ
ヲ
歌
上
」
、
そ
の
後
「
扱
宜
須
寿
一
曲
ヲ
作
り
長
嶺
ソ
ノ
答
へ
歌
ヲ
作
リ
イ
ッ
レ
モ
歌
上
潮
平
子
舞
リ
」
と
あ
る
。
そ
の
ら
の
ウ
タ
は
「
歌
曲
ハ
別
二
記
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
「
附
録
」
に
収
め
ら
れ
た
「
琉
球
歌
」
の
一
部
が
そ
れ
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
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球
側
は
「
首
途
ノ
御
祝
」
の
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
、
ま
ず
「
フ
ク
ラ
シ
ノ
歌
」
（
カ
ジ
ャ
デ
ィ
風
）
で
歌
い
、
そ
の
後
、
宜
須
寿
と
長
嶺
が
相
互
に
掛
け
合
い
の
形
で
歌
っ
て
、
い
ず
れ
も
年
少
の
潮
平
子
が
舞
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
舞
い
は
、
祝
言
の
踊
り
と
し
て
踊
ら
れ
る
若
衆
踊
り
が
中
心
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
宜
須
寿
の
琉
歌
は
「
土
佐
カ
ネ
ア
ダ
の殿金し、御恩たふとさや、世々ある間や、御沙汰しゃくら、」（土佐の皆様方の恩義のすばらしさは、
こ
の
世
に
あ
る
限
り
語
り
継
ぎ
ま
す
）
と
い
う
も
の
、
そ
れ
に
答
え
た
長
嶺
の
琉
歌
は
「
白
浜
の
真
砂
、
よ
み
や
つ
く
す
と
も
、
土
佐
の
御
恩
せ
や
、
さ
ん
や
し
ら
ん
、
」
（
白
浜
の
真
砂
は
数
え
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
土
佐
の
御
恩
義
は
数
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
興
で
ウ
タ
を
作
り
、
そ
れ
を
三
線
に
あ
わ
せ
て
歌
い
、
別
の
メ
ン
バ
ー
が
踊
っ
て
、
琉
球
側
は
精
一
杯
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
潮
平
は
良
煕
に
請
わ
れ
て
「
手
跡
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
潮
平
は
「
忠
孝
ノ
ー
字
ヲ
書
」
き
、
「
人
道
万
事
ツ
マ
リ
此
二
字
へ
帰
ス
ル
事
ト
存
ス
ル
其
思
入
ヲ
残
ス
由
ニ
テ
書
タ
ル
由
イ
ヘ
リ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
の
「
人
道
万
事
シ
マ
リ
」
「
忠
孝
」
に
帰
す
と
い
う
「
忠
孝
」
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
国
王
に
忠
義
を
尽
く
す
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
人
と
し
て
の
「
忠
孝
」
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
は
、
潮
平
の
人
と
な
り
を
探
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
時
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
【
リ
】
に
宜
寿
次
里
之
子
親
雲
上
が
安
喜
権
七
の
「
子
息
実
五
郎
」
に
一
局
に
歌
を
書
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
の
歌
は
「
常
盤
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
く
れ
は
今
一
し
ほ
の
い
ろ
増
り
け
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
宜
寿
次
里
之
子
親
雲
上
は
「
手
跡
見
事
ナ
ル
由
」
と
評
さ
れ
て
い
た
。
安
喜
権
七
は
国
元
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
の
筆
頭
に
立
つ
人
物
で
あ
る
。
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〈
潮
平
の
キ
ャ
リ
ア
〉
潮
平
の
役
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
そ
れ
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
「
本
唐
ヘ
モ
右
ノ
役
（
筆
者
注
、
進
貢
の
役
）
ニ
テ
切
々
参
り
福
州
ヘ
ハ
数
度
北
京
ヘ
モ
両
度
参
タ
ル
由
江
戸
ヘ
モ
去
ル
戊
辰
ノ
歳
将
軍
宣
下
御
悦
ノ
王
子
使
者
二
附
上
リ
タ
ル
ト
云
へ
り
」
（
上
・
琉
人
漂
着
次
第
）
と
あ
り
、
渡
唐
の
キ
ャ
リ
ア
が
度
々
あ
り
、
し
か
も
進
貢
使
節
の
一
割
程
の
者
が
皇
帝
に
表
・
方
物
を
献
上
し
に
北
京
へ
派
遣
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
に
二
度
、
入
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
一
回
は
、
「
乾
隆
一
一
（
一
七
三
七
）
年
進
貢
ノ
時
」
で
「
進
貢
ノ
正
使
ハ
佐
久
間
親
方
也
士
漣
ハ
官
舎
卜
云
役
ニ
テ
上
京
セ
シ
也
」
（
下
・
雑
話
下
）
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
第
一
回
目
の
北
京
行
き
で
あ
り
、
前
述
し
た
長
嶺
を
連
れ
て
い
っ
た
の
は
二
度
目
の
北
京
行
き
だ
っ
た
か
。
さ
ら
に
は
、
江
戸
上
り
の
キ
ャ
リ
ア
も
あ
る
。
「
戊
辰
ノ
歳
将
軍
宣
下
御
悦
ノ
王
子
使
者
二
附
上
リ
タ
ル
」
と
は
、
土
佐
漂
着
か
ら
十
四
年
前
の
一
七
四
八
年
の
徳
川
家
重
将
軍
襲
封
の
慶
賀
の
た
め
の
江
戸
上
り
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
逆
算
す
る
と
潮
平
が
三
十
九
歳
の
頃
、
慶
賀
正
使
具
志
川
王
子
尚
承
基
に
随
っ
て
江
戸
に
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。
「
宝
玲
叢
刊
第
四
集
江
戸
期
琉
球
物
資
料
（妬）
収
覧
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
る
「
資
料
篇
第
一
一
一
琉
球
国
使
節
使
者
名
簿
」
に
は
、
「
寛
延
元
年
戊
辰
」
の
名
簿
の
最
後
に
「
供
」
の
一
員
と
し
て
「
宜
寿
次
親
雲
上
翁
士
漣
・
盛
成
（
里
之
子
親
雲
上
）
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
潮
平
親
雲
上
の
こ
と
で
あ
る
。
【
ト
】
（
上
・
琉
人
漂
着
次
第
）
に
は
弟
の
宜
寿
次
里
之
子
親
雲
上
を
説
明
す
る
箇
所
に
「
潮
平
親
雲
上
モ
潮
平
ヲ
領
セ
ザ
ル
内
ハ
此
家
号
（
筆
者
注
、
「
宜
寿
次
」
）
一
一
テ
有
シ
由
也
」
と
あ
り
、
潮
平
が
地
頭
に
な
る
前
は
「
宜
寿
次
親
雲
上
」
と
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
漂
着
船
に
同
乗
し
て
い
た
「
弟
」
の
「
宜
寿
次
里
之
子
親
雲
上
」
は
、
兄
の
潮
平
親
雲
上
か
ら
宜
寿
次
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
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こ
の
時
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
記
事
が
、
【
ト
】
（
下
・
雑
話
上
）
に
「
先
年
江
戸
へ
上
リ
シ
時
上
野
ヘ
モ
参
拝
被
仰
付一一ヨリ寄進スベキョシニテ七尺ノ巻龍ノ燭台（蝋燭ハ銀箔ヲ置龍ハ金箔ヲ置リ）ヲ差上シ」とある。
家
康
を
祀
っ
て
い
る
日
光
参
拝
を
取
り
や
め
、
か
わ
っ
て
上
野
の
東
叡
山
参
拝
は
一
六
七
一
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
国
王
か
ら
の
寄
進
物
を
持
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
【
ト
】
（
下
・
雑
話
上
）
の
別
の
箇
所
に
「
潮
平
本
唐
ニ
テ
モ
数
々
名
山
ヲ
モ
見
夕
ル
ー
一
高
山
モ
有
レ
ト
モ
ト
カ
ク
富
士
ノ
様
ナ
カ
ハ
ッ
タ
ウ
ル
ハ
シ
キ
山
ハ
見
ス
殊
外
ノ
名
山
也
ト
云
ヘ
リ
潮
平
富
士
ヲ
見
夕
ル
ハ
辰
ノ
年
江
戸
上
ノ
時
也
（
途
中
省
略
）
近
江
ノ
湖
ノ
致
景
卜
富
士
山
ト
ハ
扱
々
驚
嘆
二
堪
夕
ル
事
也
何
分
富
士
ノ
様
ナ
ル
山
ハ
恐
ク
何
方
ニ
モ
有
マ
イ
ト
毎
々
賛
嘆
セ
シ
也
」
と
、
こ
の
時
（
「
辰
ノ
年
」
）
に
見
た
琵
琶
湖
と
富
士
ｌ
殊
に
富
士
ｌ
の
姿
に
感
嘆
し
て
い
る
。
実
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
漂
着
は
潮
平
を
「
頭
役
」
と
し
て
四
月
二
十
六
日
に
那
覇
を
出
航
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
潮
平
は
そ
の
年
の
二
月
ま
で
漂
着
し
た
年
の
前
年
に
お
き
た
「
十
二
間
切
ノ
百
姓
五
千
人
程
訴
訟
」
す
る
大
事
件
に
対
処
す
る
た
め
に
、
現
地
に
出
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
比
嘉
春
潮
が
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
探
検
・
紀
行
・
地
誌
（
南
島
篇
）
』
の
「
解
題
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
琉
球
側
の
正
史
等
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
近
世
琉
球
の
農
村
社
会
で
起
き
た
強
訴
事
件
を
記
し
た
極
め
て
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。
こ
の
大
事
件
は
「
何
レ
モ
困
窮
シ
年
貢
モ
上
ケ
ラ
レ
ズ
又
給
人
ヘ
ノ
作
得
モ
得
セ
ヌ
様
二
成
リ
タ
ル
ュ
ヘ
箇
条
々
々
ヲ
立
テ
願
上
出
」
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
三
司
官
は
潮
平
に
「
其
捌
方
書
付
十
枚
ホ
ド
ニ
認
メ
」
て
「
云
伏
ル
」
よ
う
命
じ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
潮
平
は
「
私
ヲ
遣
サ
レ
此
事
捌
ケ
ト
ナ
ラ
バ
其
通
ニ
テ
ハ
不
レ
行
ソ
レ
ハ
只
理
ヲ
セ
メ
文
筆
二
書
候
事
一
一
テ
下
へ
ハ
ー
128 
Hosei University Repository
ツモ不し行事二候程二返上申ス」といって断ったが、「甚不届卜有テシカ（ラ）レシカトモ兎角命ゼ
ラ
レ
シ
故
左
様
ナ
ラ
（
私
ノ
存
慮
ノ
通
二
致
セ
ト
ナ
ラ
バ
可
参
ト
申
ス
」
と
し
て
引
き
受
け
た
と
い
う
。
そ
れ
で
、
村
々
に
行
き
様
子
を
見
、
話
を
聞
い
て
「
三
ケ
条
許
ス
事
有
リ
テ
許
」
し
た
と
あ
る
。
そ
の
時
の
「
百
姓
」
の
様
子
と
し
て
貴
重
な
記
録
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
「
皆
髪
ウ
ッ
サ
バ
キ
居
し
り
」
（
髪
を
結
わ
ず
に
ば
ら
ば
ら
に
し
て
い
た
）
と
い
う
状
態
だ
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
百
姓
」
達
が
髪
を
敢
え
て
結
ば
ず
、
非
合
法
的
な
状
態
（
強
訴
）
で
自
分
た
ち
の
主
張
を
訴
え
て
い
た
様
子
を
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
潮
平
は
「
三
ケ
条
許
ス
享
有
リ
テ
許
」
し
、
「
百
姓
ハ
ー
日
モ
タ
ご
居
テ
成
ラ
ヌ
義
ヲ
云
諭
シ
何
モ
納
得
シ
髪
ヲ
結
鎌
ヲ
研
ナ
ド
シ
田
へ
出
可
レ
申
卜
」
い
っ
て
、
事
態
を
収
拾
し
た
と
あ
る
。
許
し
た
「
三
ケ
条
」
の
ひ
と
つ
は
「
百
姓
年
始
節
日
又
ハ
祭
日
ナ
ド
必
ス
家
ヲ
用
ユ
ル
事
也
ソ
レ
ガ
総
高
七
十
石
程
ノ
費
也
ソ
レ
ガ
無
益
ト
有
テ
上
ヨ
リ
家
カ
ブ
事
ヲ
停
テ
ア
リ
シ
也
是
百
姓
ヲ
憐
ミ
テ
ノ
事
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
王
府
が
生
産
性
を
追
求
す
る
た
め
に
、
百
姓
に
と
っ
て
日
々
の
暮
ら
し
を
持
続
す
る
上
で
不
可
欠
な
ハ
レ
（
祭
祀
）
の
時
間
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
経
費
を
削
減
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
家
カ
ブ
事
ヲ
停
テ
ァ
リ
シ
也
」
は
、
そ
の
具
体
的
な
一
例
な
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
琉
球
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
祭
祀
に
関
わ
る
規
制
が
他
の
史
料
で
も
見
受
け
ら
れ
る
。
同
時
代
の
史
料
の
中
で
特
に
豚
に
関
わ
る
事
例
を
あ
げ
れ
ば
、
『
与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
』
（
乾
隆
三
十
三
（
一
七
六
八
）
年
）
の
中
に
「
一
諸
村
葬
礼
之
時
喪
主
之
方
よ
り
ふ
た
殺
握
飯
相
調
茶
毘
人
数
江
致
馳
走
候
旧
俗
之
由
不
宜
候
間
向
後
働
人
迄
を
相
賄
茶
毘
人
数
江
馳
走
ヶ
間
敷
儀
一
向
可
召
留
事
」
が
あ
り
、
「
ふ
た
」
を
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殺
し
料
理
を
作
っ
て
「
茶
毘
人
数
」
（
葬
礼
の
参
加
者
）
に
振
舞
う
「
旧
俗
」
を
規
制
す
る
条
目
や
、
．
百
姓
等
旅
立
（幻）
帰
帆
之
祝
と
し
て
み
き
酒
相
調
ふ
た
な
と
殺
過
分
致
物
入
候
由
不
宜
候
間
向
後
軽
可
相
祝
事
」
な
ど
と
い
う
「
旅
立
帰
帆
之
祝
」
の
際
の
豚
料
理
を
「
過
分
」
の
「
物
入
」
と
し
て
規
制
す
る
条
目
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
目
は
後
の
史
料
で
あ
る
『
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
（
威
豊
九
二
八
五
九
）
年
）
や
『
恩
納
間
切
締
向
条
々
』
（
威
豊
四
二
八
五
四
）
年
）
等
に
も
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
年
始
節
日
又
ハ
祭
日
ナ
ド
必
ス
家
ヲ
用
ユ
ル
」
こ
と
は
現
代
に
あ
っ
て
も
連
綿
と
続
く
琉
球
の
食
文
化
の
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
を
否
定
し
た
王
府
の
政
策
は
、
当
然
反
発
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
潮
平
は
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
こ
れ
を
「
憐
ミ
」
て
こ
の
「
箇
条
」
を
撤
回
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
総
テ
上
ヨ
リ
ハ
下
ノ
情
知
レ
ー
ー
ク
キ
者
也
ソ
レ
テ
只
上
カ
ラ
思
付
ノ
事
ヲ
云
付
又
ハ
法
ズ
ク
メ
ー
ー
ス
ル
卜
夫
程
猶
姦
曲
ノ
者
出
来
ル
事
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
琉
球
で
こ
の
よ
う
な
間
切
を
越
え
た
五
千
人
規
模
の
「
訴
訟
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
し
、
潮
平
が
上
司
で
あ
る
三
司
官
の
「
其
捌
方
書
付
十
枚
ホ
ド
ー
ー
認
メ
」
た
も
の
を
読
み
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
一
端
は
断
り
、
そ
れ
で
も
命
ぜ
ら
れ
る
と
今
度
は
条
件
を
付
け
て
、
こ
れ
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
三
司
官
が
書
い
た
「
其
捌
方
書
付
」
は
「
只
上
カ
ラ
思
付
ノ
事
ヲ
云
付
」
と
い
う
よ
う
な
非
現
実
的
な
も
の
で
、
状
況
に
対
処
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
五
千
人
規
模
の
「
訴
訟
」
は
「
皆
髪
ウ
ッ
サ
バ
キ
居
し
り
」
と
い
う
よ
う
な
切
迫
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
潮
平
は
王
府
の
役
人
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
上
司
に
対
し
て
も
、
ま
た
「
百
姓
」
達
に
対
し
て
も
、
決
然
と
し
た
気
骨
の
あ
る
態
度
で
立
ち
向
か
っ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
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か
と
想
像
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
「
訴
訟
」
の
あ
っ
た
十
二
間
切
は
潮
平
の
地
頭
地
（
兼
城
間
切
潮
平
）
で
あ
る
沖
縄
本
島
南
部
の
間
切
で
、
そ
れ
故
に
こ
の
大
事
件
の
対
処
を
王
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
潮
平
が
王
府
側
の
中
心
的
な
責
任
者
だ
っ
た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
潮
平
は
漂
流
し
た
年
の
二
月
ま
で
出
張
し
て
、
そ
の
「
訴
訟
」
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
この他にも、「夫ル丙子ノ歳明年冊封使可有トノ事極り急一一命アリ一夜ノ用意一一テ薩摩へ上レトノ
事
」
（
雑
話
上
）
が
あ
っ
て
、
「
運
ヲ
天
二
任
セ
」
て
出
航
し
た
が
幸
い
に
「
大
順
風
ニ
テ
一
日
一
夜
一
一
山
川
ノ
湊
」
へ
着
い
た
な
ど
の
記
事
が
あ
り
、
有
能
な
働
き
ぶ
り
が
窺
え
る
。
「
丙
子
ノ
歳
」
（
一
七
五
六
年
）
の
冊
封
は
、
正
使
全
魁
、
副
使
周
煙
に
よ
る
尚
穆
襲
封
の
使
節
で
あ
る
。
こ
の
一
報
を
緊
急
に
薩
摩
に
知
ら
せ
る
命
を
受
け
、
潮
平
は
無
事
任
務
を果たしたのである。また、同じく「雑話上」に「琉球運天ノ津へ奥州船漂着シ潮平其用方ニテ参ル」
と
あ
り
、
潮
平
は
「
奥
州
」
か
ら
の
漂
着
船
の
対
処
も
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
「
奥
州
者
言
語
通
ジ
難
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
運
天
ノ
者
モ
同
シ
琉
球
人
ナ
レ
ト
モ
通
シ
ガ
タ
シ
彼
是
不自由二有シ也」と記されていて、「奥州者言語通ジ難キ」は当然のこととしても、首里一一一一口葉と運天
（沖縄本島北部）の言葉の相違で、不自由だったことが記されているのである。
不思議なのは、潮平の家は「琉国ノ四大姓トテ向馬毛翁ノ中」の一つであり「親方二成ル先途ノ家」
で
あ
り
な
が
ら
、
漂
着
当
時
は
五
十
三
だ
と
い
う
の
に
親
方
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王子ノ家ニョク事ノ捌夕ルガ有り役二遣ハレテソレカ調宝一一ナリ自分一一モ面白ク思上勤タリシュヘ
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シ
タ
ッ
カ
サ
後
ニ
ハ
下
司
ヲ
勤
ム
ソ
レ
ョ
リ
展
転
シ
テ
今
ハ
喜
屋
武
親
方
Ｊ
／
家
ト
ナ
レ
ル
由
也
コ
レ
ハ
潮
平
物
語
也
船
中
ノ
者
ノ
説
一
一
潮
平
親
雲
上
モ
チ
ャ
ウ
ド
箇
様
ノ
事
也
才
カ
ァ
ル
ュ
ヘ
家
ガ
ラ
ョ
リ
ハ
軽
キ
役
ヲ
動
メ
リ
左
ナ
ケ
レ
ハ
ト
ク
親
セ
ド
ア
タ
リ
方
ノ
役
ヲ
モ
可
蒙
事
ナ
レ
ト
モ
働
ガ
調
宝
ニ
テ
ア
ノ
通
り
也
サ
レ
ト
モ
ト
カ
ク
近
年
ノ
内
ニ
ハ
勢
頭
当
ヘ
モ
進
ム
ヘ
キ事也トイヘリ（下・雑話上）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
記
事
は
、
害
屋
武
親
方
の
家
は
「
王
子
ノ
家
」
（
按
司
家
）
で
あ
り
な
が
ら
、
有
能
過
ぎ
て
重
宝
に
使
わ
れ
て
、
か
え
っ
て
昇
進
の
機
会
を
逸
し
て
按
司
に
昇
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
潮
平
が
語
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
席
し
て
い
た
「
船
中
ノ
者
」
も
同
じ
こ
と
は
潮
平
親
雲
上
に
も
い
え
る
と
述
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
喜
屋
武
親
方
ノ
家
」
と
は
、
羽
地
王
子
朝
武
を
一
世
と
す
る
喜
屋
武
家
（
尚
姓
家
譜
）
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
家
は
五
世
朝
千
ま
で
は
按
司
で
あ
る
が
、
朝
千
は
二
十
歳
で
な
く
な
り
、
こ
の
後
を
叔
父
（
四
世
朝
成
冨
名
腰
親
方
）
の
子
（
五
世
朝
興
）
が
継
ぐ
が
、
そ
こ
か
ら
按
司
に
昇
れ
ず
親
方
に
留
ま
り
、
五
世
朝
興
が
冨
名
腰
親
方
（
一
六
六
二
～
一
七
一
二
年
）
、
六
世
朝
良
が
喜
屋
武
親
方
（
一
六
九
一
～
’
七
四
九
年
）
、
七
世
朝
美
が
喜
屋
武
親
雲
上
（
一
七
一
九
～
一
七
六
○
年
）
で
四
十
歳
程
で
亡
く
な
り
親
方
に
は
昇
れ
な
か
っ
た
。
潮
平
の
土
佐
漂
着
当
時
は
、
八
世
朝
昶
（
一
七
四
五
～
一
八
一
一
○
年
）
の
代
で
、
こ
の
人
物
は
、
最
終
的
に
は
親
方
に
昇
り
三
司
官
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
記
事
に
出
る
「
喜
屋
武
親
方
」
と
は
六
世
朝
良
喜
屋
武
親
方
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
家
譜
に
あ
る
如
く
こ
の
人
物
は
御
鎖
之
側
職
、
中
城
御
殿
大
親
職
（
兼
務
）
、
高
奉
行
職
等
を
勤
め
た
有
能
な
官
僚
で
、
加
増
さ
れ
て
冨
名
腰
地（班）
頭
職
か
ら
喜
屋
武
間
切
総
地
頭
職
に
な
り
喜
屋
武
親
方
と
称
し
、
最
終
的
に
は
勘
定
奉
行
職
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
潮
平
が
語
っ
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
朝
良
は
有
能
で
重
宝
に
使
わ
れ
て
出
世
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
働
き
が
認
め
ら
れ
て
評
価
さ
れ
た
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
喜
屋
武
家
は
、
確
か
に
羽
地
王
子
朝
武
を
一
世
と
す
る
按
司
家
で
は
あ
っ
た
が
、
五
世
朝
千
の
後
は
次
男
筋
の
四
世
朝
成
冨
名
腰
親
方
の
子
が
継
い
で
い
る
。
い
く
ら
朝
良
が
有
能
だ
っ
た
と
は
い
え
、
按
司
家
に
復
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
船
中
ノ
者
」
と
は
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
が
、
潮
平
親
雲
上
と
同
席
し
て
い
た
人
物
で
お
そ
ら
く
身
内
の
者
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
多
分
に
、
潮
平
親
雲
上
へ
の
思
い
入
れ
と
潮
平
家
の
願
望
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
潮
平
が
「
近
年
ノ
内
」
に
な
る
と
い
う
「
勢
頭
当
」
と
は
、
琉
球
王
府
に
お
け
る
品
位
の
こ
と
で
勢
頭
が
正
六
品
、
当
が
正
五
品
の
品
位
の
こ
（鯛）
と
を
い
う
。
潮
平
は
近
い
将
来
、
正
六
口
ｍ
か
正
五
品
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
漂
着
時
点
の
潮
平
の
品
位
は
七
品
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
潮
平
家
は
「
親
方
二
成
ル
先
途
ノ
家
」
だ
と
あ
っ
た
が
、
親
方
は
従
二
品
か
ら
で
親
方
に
昇
る
に
は
遠
く
、
年
齢
を
考
え
て
も
実
質
的
に
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
潮
平
親
雲
上
は
有
能
な
人
物
で
、
役
人
と
し
て
そ
れ
な
り
の
働
き
を
し
た
者
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
し
た
五
千
人
の
「
訴
訟
」
事
件
で
み
た
よ
う
に
上
司
に
対
し
て
は
率
直
に
も
の
を
言
う
面
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
出
世
の
妨
げ
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い。それにしても、潮平は思いの外、低い品位であり、「紫冠」（親方）に昇るのは現実的には困難だっ
い。それに‐
た
の
で
あ
る
。
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Ⅲ
寛
政
七
二
七
九
五
）
年
の
漂
着
ホ
．
寛
政
七
二
七
九
五
）
年
の
漂
着
に
つ
い
て
三
度
目
の
漂
着
は
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
五
月
二
十
六
日
土
佐
幡
多
郡
下
田
浦
へ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
漂
着
は
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
、
宮
古
島
か
ら
帰
帆
し
よ
う
と
し
た
五
反
帆
の
馬
艦
船
が
途
中
遭
難
し
中
国
漸
江
省
へ
漂
着
し
た
も
の
と
、
寛
政
六
年
六
月
八
重
山
か
ら
帰
帆
し
よ
う
と
し
た
七
反
帆
の
馬
艦
船
が
、
途
中
遭
難
し
中
国
江
南
省
へ
漂
着
し
た
も
の
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福
州
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
合
流
（
合
計
二
十
九
人
）
し
て
、
新
た
に
伊
良
皆
親
雲
上
を
頭
役
と
し
新
垣
親
雲
上
を
船
頭
に
し
て
寛
政
七
年
四
月
福
州
か
ら
琉
球
を
目
差
し
て
出
航
し
た
が
、
再
び
遭
難
し
て
土
佐
の
下
田
浦
に
漂
着
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
八
重
山
グ
ル
ー
プ
の
遭
難
は
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
、
中
国
江
南
省
へ
漂
着
し
た
際
に
は
四
人
が
溺
死
し
、
漂
着
地
で
一
人
が
病
死
、
蘓
州
で
一
人
が
庖
瘡
に
罹
り
死
亡
、
さ
ら
に
中
国
か
ら
琉
球
へ
向
け
た
航
海
の
中
で
も
う
一
人
が
熱
病
で
死
亡
。
加
え
て
、
土
佐
で
の
滞
在
中
に
急
病
死
し
た
座
波
三
十
五
才
な
ん
し
ゅ
う
じ
も
八
重
山
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
座
波
の
遺
骸
は
、
南
宗
寺
の
後
ろ
の
山
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
中
村
市
史
」
に
は
、
こ
の
座
波
の
墓
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
なお、【ヲ】に「儀間父ハ、前方於福州死去のよし。去年不慮之難風一一而彼土へ漂着、墓所よふ
ノー尋出し初而致参詣、印等建置候よし」がある。儀間は、中国での滞在中に福州で亡くなった父の
墓
を
探
し
出
し
、
墓
参
り
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
で
亡
く
な
っ
た
父
親
の
墓
参
り
を
し
た
の
は
、
程
順
則
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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第
一
回
目
の
漂
流
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
、
漂
着
者
の
「
頭
分
」
が
「
人
質
」
と
し
て
土
地
の
有
力
者
の
家
に
警
護
の
元
、
逗
留
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
第
三
回
目
の
漂
着
記
録
の
中
に
も
そ
れ
に
関
連
し
た
記
事
が
あ
る
。
【
ル
】
の
三
五
○
○
一
）
漂
着
琉
球
人
之
儀
報
告
御
陸
目
付
寛
政
七
年
六
月
幡
多
郡
下
田
浦
へ
漂
着
の
琉
球
人
之
儀
二
付
御
陸
目
付
森
七
郎
兵
衛
よ
り
其
同
役
へ
之
書
状
等
六
通
写
」
の
中
の
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。
｜
筆
啓
上
候
然
者
先
達
得
御
意
候
通
琉
球
人
静
證
一
一
罷
在
候
然
二
乗
人
数
三
拾
壱
人
一
一
而
小
船
之
儀
暑
中
難
凌
陸
上
被
仰
付
度
段
彼
者
共
よ
り
願
出
申
候
然
処
陸
上
被
仰
付
候
時
ハ
当
浦
南
宗
寺
え
被
仰
付
趣
二
御
座
候
実
ハ
人
数
大
勢
之
儀
一
一
付
右
等
へ
被
差
置
候
時
ハ
仮
小
屋
三
四
ヶ
所
も
被
仰
付
其
上
守
方
之
処
も
猶
又
人
増
不
被
仰
付
而
ハ
相
成
申
間
敷
二
付
其
侭
船
中
二
被
差
置
外
二
市
艇
壱
弐
艘
御
作
配
を
以
右
人
数
分
ヶ
被
置
候
時
ハ
船
中
之
儀
一
一
付
キ
留
方
〔宜〕守方手安ク御座候二付右御作配被仰付可然考候（以下省略）
記
事
は
、
漂
着
者
が
三
十
一
人
が
乗
る
に
し
て
は
「
小
船
」
な
の
で
暑
さ
を
凌
ぎ
難
く
、
ど
う
か
上
陸
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
御
陸
目
付
森
七
郎
兵
衛
」
は
上
陸
を
さ
せ
る
な
ら
ば
「
南
宗
寺
」
に
逗
留
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
大
勢
」
な
の
で
「
仮
小
屋
三
四
ヶ
所
」
も
作
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
警
護
の
人
員
も
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、
そ
の
ま
ま
船
中
で
の
逗
留
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
「
市
艇
壱
弐
艘
」
を
調
達
し
た
な
ら
ば
そ
れ
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
警
備
も
た
や
す
い
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
上
司
に
願
い
出
た
史
料
で
あ
る
。
結
局
、
森
か
ら
の
願
い
出
は
「
浦
奉
行
」
よ
り
さ
ら
に
上
に
達
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
返
事
が
来
な
い
ま
ま
、
森
は
「
当
浦
市
艇
明
船
有
之
候
二
付
今
日
入
手
方
仕
明
日
ハ
先
彼
者
共
え
渡
合
人
数
を
分
ケ
申
趣
二
御
座
候
」
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と
い
う
よ
う
に
、
「
市
艇
」
を
調
達
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
を
「
同
役
」
に
伝
達
し
て
い
る
。
三
十
一
人
は
、
新
た
に
加
え
た
「
頭
役
」
と
「
船
頭
」
も
含
め
た
漂
着
者
全
員
の
人
数
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
か
ら
の
漂
着
者
は
一
時
的
な
上
陸
は
別
と
し
て
、
原
則
的
に
全
員
が
上
陸
で
き
ず
し
か
も
警
護
が
付
い
て
漂
着
船
中
に
留
め
置
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
三
度
の
土
佐
へ
の
漂
着
、
滞
在
期
間
は
い
ず
れ
も
夏
を
挟
ん
だ
時
期
で
あ
る
。
繋
留
さ
れ
た
船
中
で
の
長
期
に
亘
る
逗
留
は
、
心
身
と
も
に
つ
ら
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
実
は
、
漂
着
者
の
訴
え
に
あ
る
「
小
船
」
は
、
宮
古
か
ら
那
覇
へ
向
か
う
グ
ル
ー
プ
が
使
用
し
て
い
た
五
反
帆
の
馬
艦船だと思われる。【ヲ】にある「寅年八重山島より帰国之剛リ、江南揚州府之東台縣漂着之時日記」
一
正
月
二
日
宮
古
島
よ
り
帰
国
、
五
反
帆
馬
ら
ん
舩
主
泊
村
糸
数
筑
登
之
舩
漂
着
二
付
、
右
舩
よ
り
私
共
舩
中
人
数
弐
拾
壱
人
乗
合
二
而
帰
国
被
仰
付
旨
、
二
月
廿
九
日
在
留
御
方
よ
り
被
仰
付
候
事
。
と
あ
り
、
宮
古
島
か
ら
の
漂
着
グ
ル
ー
プ
の
五
反
帆
馬
艦
船
が
中
国
か
ら
帰
還
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宮
古
島
グ
ル
ー
プ
は
九
人
し
か
乗
っ
て
い
な
く
、
そ
こ
に
八
重
山
島
か
ら
の
漂
着
グ
ル
ー
プ
二
十
一
人
（
漂
流
時
に
一
人
死
亡
）
が
乗
り
込
み
、
さ
ら
に
新
た
に
加
わ
っ
た
「
頭
役
」
と
「
船
頭
」
が
入
っ
た
の
だ
か
ら
、
相
当
窮
屈
な
状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
御
陸
目
付
森
七
郎
兵
衛
」
も
見
る
に
見
か
ね
て
「
市
艇
」
の
調
達
は
進
め
た
が
、
そ
れ
で
も
南
宗
寺
へ
の
上
陸
は
許
可
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
琉
球
か
ら
の
漂
着
者
は
原
則
的
に
上
陸
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
回
目
の
「
頭
分
」
等
の
有
力
者
宅
へ
の
逗
留
は
、
突
然
の
出
帆
事
件
が
あ
っ
の中‐に
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へ
寛
政
七
二
七
九
五
）
年
の
漂
着
船
乗
船
者
、
伊
良
皆
親
雲
上
土佐への三度目の漂着船の「頭役」は、伊良皆親雲上である。この伊良皆が誰であったかは、【ワ】
「宇留麻話」の中に次の様な記事があり、これが鄭崇基であることが分かる。
（旨力）
（
第
）
（
之
イ
）
○
遠
方
驫
旅
、
不
知
国
禁
。
多
蒙
先
生
教
、
且
受
養
身
指
、
感
激
不
尽
。
所
借
書
本
茅
収
取
。
如
客
徳
先
生
足
下
鄭
崇
基
右
徳
久
多
助
よ
り
伊
良
皆
親
雲
上
へ
書
籍
返
ス
時
ノ
答
也
伊
良
皆
は
、
徳
久
多
助
に
「
書
籍
」
を
貸
し
て
お
り
、
そ
の
領
収
の
手
紙
に
自
分
の
唐
名
、
鄭
崇
基
を
記
し
た
の
で
ある。他に【ワ】の別の箇所に伊良皆等が無事鹿児島経由で琉球に帰国した後、やはり鹿児島を介し
て、徳久多助（「客隠先生」）だと思われる人物へ礼状を認めた記事にも「鄭崇基」の名が見える。
鄭
崇
基
伊
良
皆
親
雲
上
の
家
譜
は
、
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
（
下
）
』
に
「
鄭
姓
家
譜
（
五
世
鄭
士
紳
と
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
ろ
。
鄭
崇
基
は
、
五
世
士
紳
を
始
祖
と
す
る
三
代
目
「
八
世
崇
基
真
栄
里
親
方
」
で
、
家
譜
に
よ
れ
ば「乾隆一一十一一一年」（一七五八）の生まれ。土佐に漂着したのは、三十七歳の頃であった。家督は
た
た
め
で
、
あ
く
ま
で
も
「
人
質
」
と
し
て
の
逗
留
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
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「
嘉
慶
十
三
年
」
（
一
八
○
八
）
に
継
い
で
い
る
の
で
、
当
時
は
父
、
作
霧
が
伊
良
皆
の
地
頭
職
に
あ
り
、
伊
良
皆
親
雲
（釦）
上
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
家
譜
に
は
土
佐
に
漂
流
し
た
記
述
は
一
行
も
な
い
。
た
だ
、
乾
隆
六
十
年
二
七
九
五
）
の
年
に
「
馬
驍
通
事
」
と
し
て
帰
国
し
た
こ
と
の
み
が
、
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
第
一
回
目
の
漂
着
者
奥
間
親
雲
上
（
毛
文
英
）
の
家
譜
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
乾
隆
五
十
五
年
庚
戌
五
月
請
王
命
為
読
書
習
礼
事
随
二
号
船
在
船
都
通
事
陳
国
佐
幸
喜
通
事
親
雲
上
翌
年
亥
八
月
十
四
日
那
覇
開
船
二
十
一
日
入
閏
就
師
五
十
八
年
癸
丑
秋
因
貢
使
赴
京
進
貢
兼
謝
天
恩
即
随
副
使
毛
廷
柱
上
京
次
年
春
回
閏
六
十
年
乙
卯
為
馬
驍
通
事
帰
国
（別）
【
ヲ
】
「
下
田
日
記
」
、
及
び
【
ワ
】
に
は
伊
良
皆
親
雲
上
の
こ
と
が
、
父
と
対
比
す
る
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
。
一
伊
良
皆
親
雲
上
父
ハ
、
親
方
―
―
て
去
年
上
貢
使
と
成
、
北
京
江
罷
越
候
由
。
今
年
五
十
六
二
相
成
。
学
問
モ
有
之
人
二
て
珍
敷
人
物
之
由
。
口
髭
長
サ
三
尺
余
、
中
国
二
も
珍
敷
美
憲
公
な
る
よ
し
。
伊
良
皆
親
雲
上
も
五
年
程
福州二留学生一一而罷在候共、学力も父の十分一位――て可有之と申候。則伊良皆と申所を領シ家柄
之由、其上至而富家に候よし。（【ヲ】）
○
伊
良
皆
ノ
父
伊
良
皆
親
雲
上
、
口
髭
ノ
見
事
ナ
ル
人
ニ
テ
、
皇
帝
ノ
御
目
ニ
モ
留
タ
ル
由
。
進
貢
ノ
役
二
毎
々
唐
へ
渡
り
文
学
モ
ア
ル
人
、
其
上
富
家
ノ
由
。
此
度
之
伊
良
皆
ハ
一
子
一
一
而
父
母
ノ
寵
愛
過
キ
若
年
ノ
時
よ
り
遊
学
ヲ
事
と
し
、
学
問
ナ
ト
モ
シ
カ
ノ
ー
セ
ス
。
近
年
在
唐
勤
学
致
セ
ト
モ
、
多
病
一
一
テ
辛
苦
ニ
タ
ヘ
ス
。
夫
故
、
父
ノ伊良皆程二文学モナシト云。（【ワ】）
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記
し
た
人
物
は
同
一
人
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
話
題
が
時
間
を
お
い
て
別
々
の
人
物
か
ら
繰
り
返
し
出
た
の
（
【
ヲ
】
は
儀
間
筑
登
之
の
話
）
を
そ
れ
ぞ
れ
【
ヲ
】
と
【
ワ
】
で
書
き
留
め
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
同
じ
話
を
別
の
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
二
つ
は
少
し
ず
つ
異
な
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
伊
良
皆
の
こ
と
を
そ
の
父
と
の
対
比
で
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
伊
良
皆
の
父
、
作
雰
は
「
乾
隆
二
年
」
Ｃ
七
三
七
）
生
ま
れ
だ
か
ら
、
崇
基
の
土
佐
漂
流
時
は
五
十
八
歳
程
で
「
今
年
五
十
六
一
一
相
成
」
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
た
だ
、
親
方
（
紫
金
大
夫
）
に
昇
っ
た
の
は
「
嘉
慶
四
年
」
二
七
九
九
）
で
あ
り
、
漂
流
時
は
ま
だ
親
雲
上
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
【
ワ
】
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
「
上
貢
使
と
成
、
北
京
江
罷
越
候
由
」
の
記
事
は
、
家
譜
に
「
乾
隆
五
十
九
年
」
（
一
七
九
四
）
に
進
貢
副
使
正
議
大
夫
（
正
使
は
耳
目
官
向
鳳
山
川
親
雲
上
）
と
し
て
渡
唐
し
、
北
京
に
赴
き
「
表
」
を
奉
じ
た
と
す
る
記
事
と
符
合
し
て
い
る
。
家
譜
に
は
、
そ
の
時
「
在
西
華
門
外
謄
仰
天
顔
皇
上
暫
停
聖
駕
伝
諭
福
大
人
慰
問
王
世
孫
平
安
」
と
あ
り
、
「
西
華
門
外
」
に
お
い
て
中
国
皇
帝
を
拝
顔
し
た
際
に
、
皇
帝
は
「
駕
」
を
暫
く
留
め
て
国
王
・
王
子
・
王
孫
の
「
平
安
」
を
「
慰
問
」
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
皇
帝
の
異
例
と
も
い
え
る
振
る
舞
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
作
霧
の
家
譜
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
【
ワ
】
の
「
口
髭
ノ
見
事
ナ
ル
人
一
一
テ
、
皇
帝
ノ
御
目
ニ
モ
留
タ
ル
由
」
と
は
、
作
森
の
見
事
な
「
口
髭
」
が
き
つ
け
か
に
な
っ
て
皇
帝
が
「
駕
」
を
暫
く
留
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
福
州
に
い
た
琉
球
の
人
々
の
間
に
膳
灸
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
土
佐
に
漂
着
す
る
前
年
の
出
来
事
だ
っ
た
た
め
に
、
な
お
さ
ら
漂
着
船
に
乗
っ
た
人
々
に
は
耳
新
し
い
出
来
事
と
し
て
伊
良
皆
を
語
る
際
に
父
、
作
霧
が
話
題
に
出
さ
れ
て
比
べ
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ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
【
ヲ
】
や
【
ワ
】
の
記
事
と
家
譜
の
記
事
と
は
想
像
を
掻
き
立
て
る
。
【
ヲ
】
の
「
伊
良
皆
ハ
一
子
二
而
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
で
、
家
譜
に
は
作
霧
の
子
は
崇
基
一
人
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
父
母
ノ
寵
愛
過
キ
」
は
、
あ
る
い
は
確
か
な
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
崇
基
が
「
五
年
程
福
州
二
留
学
生
一
一
而
罷
在
候
」
（
【
ヲ
】
）
は
、
引
用
し
た
家
譜
に
見
る
よ
う
に
ち
ょ
う
ど
五
年
程
で
あ
る
。
「
近
年
在
唐
勤
学
致
セ
ト
モ
、
多
病
ニ
テ
辛
苦
ニ
タ
ヘ
ス
」
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
。
【
ル
】
「
安
芸
歴
民
館
史
料
九
五
’
一
」
所
収
の
．
五
○
○
○
）
漂
着
琉
球
船
え
の
使
者
報
告
寛
政
七
卯
六
月
幡
多
郡
下
田
浦
二
而
琉
球
人
へ
森
勘
左
衛
門
御
使
者
相
勤
次
第
書
付
写
」
に
は
、
伊
良
皆
親
雲
上
が
病
が
ち
の
た
め
替
わ
り
に
兼
城
筑
登
之
が
「
言
語
し
か
ノ
ー
不
相
分
只
手
を
合
平
伏
仕
居
御
礼
之
儀
ハ
宜
奉
願
候
旨
申
出
候
」
と
言
葉
が
充
分
に
通
じ
な
い
な
か
、
懸
命
に
感
謝
の
意
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
使
者
の
帰
り
に
は
、
伊
良
皆
も
病
を
押
し
て
「
船
場
」
ま
で
見
送
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
も
兼
城
筑
登
之
は
同
じ
よ
う
に
平
伏
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
兼
城
筑
登
之
は
、
八
重
山
か
ら
帰
る
七
反
帆
馬
艦
船
に
乗
っ
て
い
た
久
米
村
出
身
の
三
十
五
才
の
「
水
主
」
で
あ
る
が
、
【
ヌ
】
『
豊
策
公
紀
』
に
は
「
席
順
」
の
三
番
目
に
位
置
し
「
五
人
士
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
漂
着
し
た
の
が
五
月
二
十
六
日
だ
か
ら
、
土
佐
漂
着
時
に
は
崇
基
は
弱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
漂
流
は
過
酷
だ
っ
た
わ
け
で
、
「
多
病
」
な
人
間
で
な
く
と
も
衰
弱
し
た
状
態
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
伊
良
皆
は
頭
役
と
し
て
琉
球
側
を
代
表
し
て
土
佐
側
と
対
応
す
る
役
で
あ
っ
た
が
、
当
初
は
そ
れ
が
果
た
せ
な
か
つ
だ
、
伊
良
皆
は
誼
た
よ
う
で
あ
る
。
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崇基は「師」について福州で「勤学」していた。家譜によれば、この間、「乾隆五十八年」（一七九三）
に
進
貢
副
使
正
議
大
夫
毛
廷
柱
（
正
使
は
紫
巾
官
毛
国
棟
）
に
随
行
し
て
北
京
へ
も
赴
い
て
い
る
。
こ
の
進
貢
使
は
、
父
作
霧
が
副
使
と
な
っ
て
北
京
へ
赴
い
た
ひ
と
つ
前
の
使
節
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
父
も
一
七
九
四
年
に
福
州
に
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
崇
基
に
会
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
や
や
穿
っ
た
想
像
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
近
年
在
唐
勤
学
致
セ
ト
モ
、
多
病
一
一
テ
辛
苦
一
一
タ
ヘ
ス
」
が
事
実
な
ら
ば
、
そ
れ
を
見
か
ね
た
作
霧
が
理
由
を
つ
け
て
二
グ
ル
ー
プ
を
指
揮
す
る
頭
役
に
推
挙
し
て
崇
基
を
帰
国
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
【
ヲ
】
「
学
力
も
父
の
十
分
一位――て可有之と申候」、【ワ】「若年ノ時より遊学ヲ事とし、学問ナトモシカノーセス」は、実際の
と
こ
ろ
ど
う
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
五
年
間
の
「
読
書
習
礼
」
の
「
勤
学
」
も
、
け
っ
し
て
短
い
と
は
い
え
な
い
。
父の作霧も崇基と同じく「読書習礼」を命じられて六年間福州で学んでいる。先に崇基が徳久多助に
書
籍
を
貸
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
【
ワ
】
に
ク
ハ
ン
ハ
○
好
述
伝
四
冊
、
伊
良
皆
親
雲
上
蔵
書
ア
リ
。
一
覧
話
舌
ノ
書
ト
テ
、
伊
良
皆
親
雲
上
常
二
坐
右
ニ
ア
リ
。
（部イ）（…イ）
○
欽
定
礼
郎
則
三
十
二
冊
。
乾
隆
五
十
年
頃
ノ
開
版
ト
見
１
。
伊
良
皆
親
雲
上
蔵
本
一
覧
、
五
服
総
図
書
写
別
ニ
ア
と
あ
り
、
崇
基
は
そ
れ
な
り
に
「
勤
学
」
中
に
中
国
語
の
習
得
に
熱
心
で
、
書
籍
を
集
め
て
学
ぼ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
【
ル
】
や
【
ヲ
】
に
一
伊
良
皆
親
雲
上
ガ
学
派
朱
学
也
陽
明
派
ノ
書
モ
見
夕
リ
ト
思
ハ
ル
Ｌ
多
識
ナ
リ
（
以
下
略
）
【
ル
】
－ノ○
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一
伊
良
皆
ハ
進
貢
使
二
随
北
京
へ
も
罷
越
候
由
。
去
レ
共
、
此
人
日
本
語
不
分
。
此
方
之
老
と
一
向
噺
出
来
不
申
、
唐音一一ハ能通由。【ヲ】
と
あ
り
、
崇
基
は
「
多
識
」
で
あ
り
と
評
価
さ
れ
、
「
日
本
語
」
は
苦
手
な
よ
う
だ
っ
た
が
中
国
語
は
良
く
で
き
た
と
記
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
父
作
霧
は
当
時
話
題
の
人
で
あ
っ
て
、
な
に
か
と
崇
基
が
低
く
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
家
譜
に
よ
れ
ば
崇
基
は
「
嘉
慶
六
年
」
二
八
○
｜
）
に
罪
を
蒙
り
久
米
島
に
流
さ
れ
て
い
る
。
「
九
年
甲
子
恭
遇
聖
主
登
極
大
慶
」
、
す
な
わ
ち
尚
溺
即
位
の
「
恩
赦
」
に
よ
っ
て
一
八
○
五
年
に
帰
郷
す
る
が
、
な
に
か
の
「
罪
」
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
周
囲
の
者
の
低
い
評
価
は
根
拠
の
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
「
嘉
慶
十
二
年
」
（
一
八
○
七
）
に
は
「
大
通
事
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年
二
八
○
八
）
那
覇
を
出
航
す
る
が
途
中
船
底
の
漏
水
が
あ
り
那
覇
に
戻
り
修
理
し
た
後
、
再
び
出
航
す
る
と
、
今
度
は
「
賊
船
」
二
隻
に
襲
わ
れ
る
。
こ
れ
は
退
け
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
風
が
「
不
順
」
だ
っ
た
の
で
碇
を
降
ろ
し
て
海
上
に
あ
る
と
、
再
び
十
四
隻
の
「
賊
船
」
に
周
囲
を
取
り
囲
ま
れ
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
逃
げ
の
び
屋
久
島
に
流
れ
着
く
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
で
「
風
浪
」
に
あ
っ
て
船
が
波
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
二
名
の
「
水
梢
」
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
漸
く
福
州
に
着
く
の
が
翌
年
の
一
八
○
九
年
で
、
公
務
を
果
た
し
て
琉
球
に
戻
る
の
が
「
嘉
慶
十
五
年
」
（
’
八
一
○
）
の
五
月
で
あ
る
。
こ
の
間
、
崇
基
は
想
像
を
越
え
る
苦
労
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
崇
基
が
こ
の
任
務
に
あ
る
間
、
「
嘉
慶
十
三
年
」
（
一
八
○
八
）
十
月
に
「
家
統
」
を
継
ぐ
こ
と
を
許
さ
れ
「
東
風
平
間
切
世
名
城
地
頭
職
」
に
な
る
が
、
知
行
は
減
ぜ
ら
れ
「
十
五
石
」
で
あ
っ
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た
。
最
終
的
に
は
「
知
行
六
十
五
石
」
の
「
総
理
司
」
に
な
り
「
真
栄
里
親
方
」
と
称
さ
れ
る
が
、
鄭
崇
基
は
ま
こ
と
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
を
生
き
た
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
〈注〉
（
１
）
横
山
学
「
宝
暦
十
二
年
琉
球
国
船
漂
着
記
録
「
大
島
筆
記
」
諸
本
に
つ
い
て
」
岡
山
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
「
生
活
文
化
研
究
所
年
報
』
第
十
一
輯
、
平
成
九
年
刊
。
（
２
）
『
大
島
筆
記
』
の
引
用
は
、
以
下
「
山
内
文
庫
」
本
（
高
知
県
立
図
書
館
蔵
）
か
ら
行
う
。
こ
こ
で
示
し
た
「
内
容
」
の
表
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
付
さ
れ
た
表
題
を
と
っ
て
お
り
「
目
録
」
に
示
さ
れ
た
も
の
と
は
順
序
も
含
め
て
、
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「
永
峰
和
文
」
に
つ
い
て
は
表
題
が
付
い
て
い
な
く
、
こ
れ
は
「
目
録
」
に
あ
る
も
の
を
示
し
た
。
（３）宮崎道生「新井白石の洋学と海外知識」吉川弘文館、昭和四十八年刊。
（
４
）
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
」
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
○
年
刊
。
（
５
）
松
山
白
洋
「
土
佐
歌
人
群
像
（
十
と
『
土
佐
史
談
』
第
四
一
号
、
昭
和
七
年
、
『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
（
同
刊
行
委
員
会
、
高
知
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
刊
）
の
「
と
く
よ
し
ひ
ろ
」
の
項
。
（
６
）
琉
球
船
漂
着
に
当
た
っ
て
、
儒
者
の
派
遣
が
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
規
模
は
別
と
し
て
他
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
第
一
回
目
は
緒
方
宗
哲
、
第
三
回
目
は
谷
万
六
で
あ
る
。
（
７
）
刊
行
委
員
会
『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
高
知
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
刊
の
「
う
え
き
き
よ
い
ん
」
の
項
。
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（
８
）
飯
島
春
敬
「
書
道
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
年
刊
の
「
趙
孟
頬
」
の
項
。
（
９
）
中
村
市
史
編
纂
室
『
中
村
市
史
』
中
村
市
、
昭
和
四
十
四
年
刊
。
（
皿
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
高
知
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
刊
。
（
、
）
山
内
家
史
料
刊
行
委
員
会
『
山
内
家
史
料
第
二
代
忠
義
公
紀
』
第
三
編
、
山
内
神
社
宝
物
資
料
館
、
昭
和
五
十
六
年
刊
。
（、）「土佐漂着船に関する文献」『土佐史談』第三十八号、昭和七年刊。
（
Ｂ
）
土
佐
清
水
市
史
編
纂
委
員
会
『
土
佐
清
水
市
史
」
土
佐
清
水
市
、
昭
和
五
十
四
年
刊
。
（
ｕ
）
「
日
本
歴
史
地
名
大
系
高
知
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
刊
、
「
蓮
光
寺
」
の
項
。
（
西
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
高
知
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
刊
、
「
五
台
山
」
の
項
。
（
肥
、
Ⅳ
、
肥
）
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
』
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
○
年
刊
。
（
四
）
上
里
賢
一
編
『
校
訂
中
山
詩
文
集
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
刊
。
及
び
、
島
尻
勝
太
郎
選
・
上
里
賢
一
注
釈
『琉球漢詩選』ひるぎ社、一九九○年刊。
（
別
）
『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
の
「
お
が
た
そ
う
て
つ
」
の
項
、
及
び
「
土
佐
漂
着
船
に
関
す
る
文
献
」
参
照
。
（Ⅲ）『沖縄大百科事典』沖縄タイムス社、一九八三年刊、「尚益」（富島壮英）の項。
（
犯
）
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
『
氏
集
首
里
那
覇
』
増
補
版
、
平
成
元
年
刊
。
（
羽
）
「
沖
縄
大
百
科
事
典
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
刊
、
「
鎖
之
側
」
（
宮
里
朝
光
）
の
項
。
（
皿
）
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
三
首
里
系
』
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
一
一
年
刊
。
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（
妬
）
多
和
田
真
助
『
門
中
風
土
記
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
六
年
刊
。
（
邪
）
横
山
学
『
宝
玲
叢
刊
第
四
集
江
戸
期
琉
球
物
資
料
集
覧
』
第
四
巻
、
本
邦
書
籍
、
一
九
八
一
年
刊
。
（
Ⅳ
）
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
一
首
里
王
府
仕
置
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
刊
。
（
肥
）
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
三
首
里
系
』
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
一
一
年
刊
。
（羽）『沖縄大百科事典」沖縄タイムス社、’九八三年刊、「位階制度」（崎浜秀明）の項。
（
釦
）
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
」
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
○
年
刊
。
（
Ⅲ
）
な
お
、
【
ル
】
に
収
め
ら
れ
る
「
琉
球
人
話
」
に
も
【
ヲ
】
と
近
い
記
事
が
見
ら
れ
る
。
や
や
違
う
記
述
は
、
【
ヲ
】
の
「
中
国一一も珍敷美髻公なるよし」の部分が、【ル】では「口髭長三尺余錦ノ袋一一入一眉ナドヘ投カケ居候よし」と
な
っ
て
い
る
。
〈補注〉
な
お
、
本
稿
の
続
編
と
し
て
「
琉
球
船
、
土
佐
漂
着
史
料
に
み
る
日
本
文
芸
の
享
受
」
ｓ
立
正
大
学
國
語
國
文
』
第
四十七号、二○○八年一一一月刊行予定）を書いた。合わせてお読みいただければ、幸いである。
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